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(57)【要約】
本開示の様々な態様は、基準信号の獲得に関連付けられ
た技法に関する。いくつかの態様では、ネットワークは
、ＵＥに、近隣セル間のタイミング差を測定することを
要求し、ＣＳＩ－ＲＳ構成を生成するためにその情報を
使用し得る。ネットワークは、ＵＥが近隣セルからＣＳ
Ｉ－ＲＳを獲得することを可能にするためにＵＥにＣＳ
Ｉ－ＲＳ構成を送る。いくつかの態様では、ネットワー
クは、近隣セルにタイミング関連情報を送り得、近隣セ
ルは、ＣＳＩ－ＲＳを送信するためにその情報を使用す
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置のための通信の方法であって、
　チャネル状態情報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のためのタイミングを提供するセルを識
別することと、
　ユーザ機器（ＵＥ）に前記識別されたセルのインジケーションを送ることと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記識別されたセルは、前記ＵＥのためのサービングセルを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記サービングセルの近隣セルによって送信される、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記識別されたセルは、前記ＵＥのためのサービングセルの近隣セルを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記近隣セルによって送信される、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記方法は、前記ＣＳＩ－ＲＳのためのＣＳＩ－ＲＳ構成を決定することをさらに備え
、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記識別されたセルの前記インジケーションを含み、　
　前記ＵＥに前記インジケーションを前記送ることは、前記ＵＥに前記ＣＳＩ－ＲＳ構成
を送ることを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記ＣＳＩ－ＲＳのサブキャリア間隔のインジケーションを
備える、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記ＣＳＩ－ＲＳを送信するセルと前記ＵＥのためのサービ
ングセルとの間のサブキャリア間隔を考慮するタイミング差のインジケーションを備える
、
　請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＣＳＩ－ＲＳを送信するセルと、前記ＵＥのためのサービングとの間のタイミング
差を決定することをさらに備え、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成の前記決定は、前記タイミング差に基づく、
　請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記タイミング差は、シンボルタイミング差を備える、
　請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記タイミング差は、スロットタイミング差、ミニスロットタイミング差、システムフ
レーム数タイミング差、またはこれらの任意の組合せを備える、
　請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記タイミング差の前記決定は、前記ＵＥから前記タイミング差のインジケーションを
受信することを備える、
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　請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＵＥに前記タイミング差を測定する要求を送ることをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記タイミング差の前記決定は、
　前記ＵＥからの前記タイミング差の第１のインジケーションと、少なくとも１つの他の
ＵＥからの前記タイミング差の少なくとも１つの第２のインジケーションを受信すること
と、
　前記タイミング差の前記第１のインジケーションおよび前記タイミング差の前記少なく
とも１つの第２のインジケーションに基づいて前記タイミング差の推定値を生成すること
と
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　通信のための装置であって、
　メモリデバイスと、
　前記メモリデバイスに結合される処理回路と
　を備え、前記処理回路は、
　チャネル状態情報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のためのタイミングを提供するセルを識
別することと、
　ユーザ機器（ＵＥ）に前記識別されたセルのインジケーションを送ることと
　を行うように構成される、装置。
【請求項１６】
　前記識別されたセルは、前記ＵＥのためのサービングセルを備える、
　請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ＣＳＩーＲＳは、前記サービングセルの近隣セルによって送信される、
　請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記識別されたセルは、前記ＵＥのためのサービングセルの近隣セルを備える、
　請求項１５に記載の装置。
【請求項１９】
　前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記近隣セルによって送信される、
　請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記処理回路は、前記ＣＳＩ－ＲＳのためのＣＳＩ－ＲＳ構成を決定することを行うよ
うにさらに構成され、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記識別されたセルのインジケーションを含み、　
　前記ＵＥに前記インジケーションを前記送ることは、前記ＵＥに前記ＣＳＩ－ＲＳ構成
を送ることを備える、
　請求項１５に記載の装置。
【請求項２１】
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記ＣＳＩ－ＲＳのサブキャリア間隔のインジケーションを
備える、
　請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記ＣＳＩ－ＲＳを送信するセルと前記ＵＥのためのサービ
ングセルとの間のサブキャリア間隔を考慮するタイミング差のインジケーションを備える
、
　請求項２０に記載の装置。
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【請求項２３】
　前記処理回路は、前記ＣＳＩ－ＲＳを送信するセルと、前記ＵＥのためのサービングと
の間のタイミング差を決定することを行うようにさらに構成され、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成の前記決定は、前記タイミング差に基づく、
　請求項１５に記載の装置。
【請求項２４】
　前記タイミング差の前記決定は、前記ＵＥから前記タイミング差のインジケーションを
受信することを備える、
　請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記処理回路は、
　前記ＵＥに前記タイミング差を測定する要求を送ることを行うようにさらに構成される
、
　請求項１５に記載の装置。
【請求項２６】
　通信のための装置であって、
　チャネル状態情報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のためのタイミングを提供するセルを識
別するための手段と、
　ユーザ機器（ＵＥ）に前記識別されたセルのインジケーションを送るための手段と
　を備える、装置。
【請求項２７】
　前記装置は、前記ＣＳＩ－ＲＳのためのＣＳＩ－ＲＳ構成を決定するための手段をさら
に備え、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記識別されたセルのインジケーションを含み、　
　前記ＵＥに前記インジケーションを前記送ることは、前記ＵＥに前記ＣＳＩ－ＲＳ構成
を送ることを備える、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記装置は、前記ＣＳＩ－ＲＳを送信するセルと、前記ＵＥのためのサービングとの間
のタイミング差を決定するための手段をさらに備え、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成の前記決定は、前記タイミング差に基づく、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項２９】
　前記ＵＥに前記タイミング差を測定する要求を送るための手段をさらに備える、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項３０】
　非一時的コンピュータ可読媒体であって、
　チャネル状態情報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のためのタイミングを提供するセルを識
別することと、
　ユーザ機器（ＵＥ）に前記識別されたセルのインジケーションを送ることと
　を行うコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可
読媒体。
【請求項３１】
　装置のための通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）でチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を受信するためのタ
イミングを提供するセルのインジケーションを受信することと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳを受信することと
　を備える、方法。
【請求項３２】
　前記示されたセルの前記タイミングを決定することをさらに備え、
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　前記ＣＳＩ－ＲＳの前記受信は、前記決定されたタイミングに基づく、
　請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記示されたセルは、前記ＵＥのためのサービングセルを備える、
　請求項３１に記載の方法。
【請求項３４】
　前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記サービングセルの近隣セルによって送信される、
　請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記示されたセルは、前記ＵＥのためのサービングセルの近隣セルを備える、
　請求項３１に記載の方法。
【請求項３６】
　前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記近隣セルによって送信される、
　請求項３５に記載の方法。
【請求項３７】
　前記インジケーションの前記受信は、前記インジケーションを含む前記ＣＳＩ－ＲＳの
ためのＣＳＩ－ＲＳ構成を受信すること備える、
　請求項３１に記載の方法。
【請求項３８】
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて前記ＣＳＩ－ＲＳを復号することをさらに備える、
　請求項３７に記載の方法。
【請求項３９】
　前記復号することは、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいてスクランブリングシーケンスを決定することと、
　前記スクランブリングシーケンスに基づいて前記ＣＳＩ－ＲＳを復号することと
　をさらに備える、請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記ＣＳＩ－ＲＳのサブキャリア間隔のインジケーションを
備える、
　請求項３７に記載の方法。
【請求項４１】
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記ＣＳＩ－ＲＳを送信するセルと前記ＵＥのためのサービ
ングセルとの間のサブキャリア間隔を考慮するタイミング差のインジケーションを備える
、
　請求項３７に記載の方法。
【請求項４２】
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記ＵＥのためのサービングセルと、前記示されたセルとの
間のタイミング差に基づく、
　請求項３７に記載の方法。
【請求項４３】
　前記タイミング差を決定することと、
　前記サービングセルに前記タイミング差のインジケーションを送ることと
　をさらに備える、請求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
　前記ＣＳＩ－ＲＳに基づいて前記示されたセルに関連付けられたモビリティ動作を実施
することをさらに備える、
　請求項３１に記載の方法。
【請求項４５】
　通信のための装置であって、
　メモリデバイスと、
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　前記メモリデバイスに結合される処理回路と
を備え、前記処理回路は、
　ユーザ機器（ＵＥ）でチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を受信するためのタ
イミングを提供するセルのインジケーションを受信することと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳを受信することと
　を行うように構成される、装置。
【請求項４６】
　前記処理回路は、前記示されたセルの前記タイミングを決定することを行うようにさら
に構成され、
　前記ＣＳＩ－ＲＳの前記受信は、前記決定されたタイミングに基づく、
　請求項４５に記載の装置。
【請求項４７】
　前記インジケーションの前記受信は、前記インジケーションを含む前記ＣＳＩ－ＲＳの
ためのＣＳＩ－ＲＳ構成を受信すること備える、
　請求項４５に記載の装置。
【請求項４８】
　前記処理回路は、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて前記ＣＳＩ－ＲＳを復号することを行うようにさらに
構成される、
　請求項４７に記載の装置。
【請求項４９】
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記ＵＥのためのサービングセルと、前記示されたセルとの
間のタイミング差に基づく、
　請求項４７に記載の装置。
【請求項５０】
　前記処理回路は、
　前記タイミング差を決定することと、
　前記サービングセルに前記タイミング差のインジケーションを送ることと
　を行うようにさらに構成される、請求項４９に記載の装置。
【請求項５１】
　前記処理回路は、
　前記ＣＳＩ－ＲＳに基づいて前記示されたセルに関連付けられたモビリティ動作を実施
することをさらに備える、
　請求項４５に記載の装置。
【請求項５２】
　通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）でチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を受信するためのタ
イミングを提供するセルのインジケーションを受信するための手段と、
　前記ＣＳＩ－ＲＳを受信するための手段と
　を備える、装置。
【請求項５３】
　前記装置は、前記示されたセルの前記タイミングを決定するための手段をさらに備え、
　前記ＣＳＩ－ＲＳの前記受信は、前記決定されたタイミングに基づく、
　請求項５２に記載の装置。
【請求項５４】
　前記インジケーションの前記受信は、前記インジケーションを含む前記ＣＳＩ－ＲＳの
ためのＣＳＩ－ＲＳ構成を受信すること備える、
　請求項５２に記載の装置。
【請求項５５】
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて前記ＣＳＩ－ＲＳを復号するための手段をさらに備え



(7) JP 2020-519126 A 2020.6.25

10

20

30

40

50

る、
　請求項５４に記載の装置。
【請求項５６】
　前記ＣＳＩ－ＲＳ構成は、前記ＵＥのためのサービングセルと、前記示されたセルとの
間のタイミング差に基づく、
　請求項５４に記載の装置。
【請求項５７】
　前記タイミング差を決定するための手段と、
　前記サービングセルに前記タイミング差のインジケーションを送るための手段と
をさらに備える、請求項５６に記載の装置。
【請求項５８】
　前記ＣＳＩ－ＲＳに基づいて前記示されたセルに関連付けられたモビリティ動作を実施
するための手段をさらに備える、
　請求項５２に記載の装置。
【請求項５９】
　非一時的コンピュータ可読媒体であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）でチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を受信するためのタ
イミングを提供するセルのインジケーションを受信することと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳを受信することと
　を行うコードを含む、コンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ可
読媒体。

【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本願は、２０１７年５月５日付で米国特許商標庁に出願された仮出願第６２／５
０２，３５３号、および２０１８年５月３日付で米国特許商標庁に出願された非仮出願第
１５／９７０，８１６号に対する優先権とその利益を主張し、その内容全体が、参照によ
り本明細書に組み込まれる。
【導入】
【０００２】
　[0002]本明細書に説明される様々な態様は、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、基
準信号を獲得することに関するが、これに限られない。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、電話通信、ビデオ、データ、メッセージング、
ブロードキャスト等のような様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
そのようなネットワークは、通常、多元接続ネットワークであり、利用可能なネットワー
クリソースを共有することによって複数のユーザのための通信をサポートする。
【０００４】
　[0004]いくつかのワイヤレス通信ネットワークでは、セル固有基準信号（ＣＲＳ）は、
モビリティ判定（例えば、別のセルにハンドオーバするかどうか）を行うために使用され
得る。しかしながら、ＣＲＳのユーザは、非効率的である、またはＣＲＳがいくつかのネ
ットワークにおいて利用可能でないかもしれない。従って、ワイヤレス通信ネットワーク
における効率的なモビリティ技法の必要性がある。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]以下は、本開示のいくつかの態様の基本的な理解を提供するために、そのような
態様の簡略化された概要を提示する。この概要は、本開示の考慮されるすべての特徴の広
範な概観ではなく、そして本開示のすべての態様の主要または重要な要素を特定するよう
にも、本開示の任意またはすべての態様の範囲を詳細に叙述するようにも、意図されてい
ない。その唯一の目的は、後に提示されるより詳細な説明への前置きとして、簡略化され
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た形式で本開示のいくつかの態様の様々な概念を提示することである。
【０００６】
　[0006]いくつかの態様では、本開示は、通信の方法を提供する。方法は、チャネル状態
情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のためにタイミングを提供するセルを識別することと、ユ
ーザ機器（ＵＥ）に識別されたセルのインジケーションを送ることとを含む。
【０００７】
　[0007]いくつかの態様では、本開示は、メモリデバイスと、メモリに結合された処理回
路とを含む、通信のための装置を提供する。処理回路は、チャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）のためにタイミングを提供するセルを識別することと、ユーザ機器（ＵＥ）
に識別されたセルのインジケーションを送ることとを行うように構成される。
【０００８】
　[0008]いくつかの態様では、本開示は、通信のために構成された装置を提供する。装置
は、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のためにタイミングを提供するセルを識
別するための手段と、ユーザ機器（ＵＥ）に識別されたセルのインジケーションを送るた
めの手段とを含む。
【０００９】
　[0009]いくつかの態様では、本開示は、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）の
ためにタイミングを提供するセルを識別することと、ユーザ機器（ＵＥ）に識別されたセ
ルのインジケーションを送ることとを行うためのコードを含むコンピュータ実行可能コー
ドを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【００１０】
　[0010]いくつかの態様では、本開示は、通信の方法を提供する。方法は、ユーザ機器（
ＵＥ）でチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を受信するためのタイミングを提供
するセルのインジケーションを受信することと、ＣＳＩ－ＲＳを受信することとを含む。
【００１１】
　[0011]いくつかの態様では、本開示は、メモリデバイスと、メモリに結合された処理回
路とを含む、通信のための装置を提供する。処理回路は、ユーザ機器（ＵＥ）でチャネル
状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を受信するためのタイミングを提供するセルのインジ
ケーションを受信することと、ＣＳＩ－ＲＳを受信することとを行うように構成される。
【００１２】
　[0012]いくつかの態様では、本開示は、通信のために構成された装置を提供する。装置
は、ユーザ機器（ＵＥ）でチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を受信するための
タイミングを提供するセルのインジケーションを受信するための手段と、ＣＳＩ－ＲＳを
受信するための手段とを含む。
【００１３】
　[0013]いくつかの態様では、本開示は、ユーザ機器（ＵＥ）でチャネル状態情報基準信
号（ＣＳＩ－ＲＳ）を受信するためのタイミングを提供するセルのインジケーションを受
信することと、ＣＳＩ－ＲＳを受信することとを行うためのコードを含むコンピュータ実
行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【００１４】
　[0014]本開示のこれらのおよび他の態様は、以下の詳細な説明を検討すると、より完全
に理解されるようになる。本開示の他の態様、特徴、およびインプリメンテーション（ｉ
ｍｐｌｅｍｅｎｔａｔｉｏｎ）は、添付の図と併せて本開示の特定のインプリメンテーシ
ョンの以下の説明を検討すると、当業者には明らかとなる。本開示の特徴は、特定のイン
プリメンテーションおよび図に関連して以下で説明され得るが、本開示の全てのインプリ
メンテーションは、本明細書で論じられる有利な特徴の１つまたは複数を含むことができ
る。言い換えれば、１つまたは複数のインプリメンテーションが特定の有利な特徴を有す
るものとして説明され得るが、そのような特徴のうちの１つまたは複数はまた、本明細書
で論じられる本開示の様々なインプリメンテーションにしたがって使用され得る。同様の
方法で、特定のインプリメンテーションは、デバイス、システム、または方法の実装とし
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て以下に説明され得るが、そのようなインプリメンテーションが、様々なデバイス、シス
テム、および方法に実装され得ると理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
　[0015]添付の図面は、本開示の様々な態様の説明に役立つように提示されており、その
態様の例示のためだけに提供されるが、これらに限定されるものではない。
【図１】図１は、本開示の態様が使用され得る例の通信システムの図である。
【図２】図２は、本開示の態様が使用され得る別の例の通信システムのブロック図である
。
【図３】図３は、本開示の様々な態様による、ＣＳＩ－ＲＳ構成を提供し、使用するため
の例のプロセスを例示する図である。
【図４】図４は、本開示のいくつかの態様による、第２のセルからのＣＳＩ－ＲＳを受信
する第１のセルのタイミングを使用するための例のプロセスを例示する図である。
【図５】図５は、本開示のいくつかの態様による、第２のセルからのＣＳＩ－ＲＳを受信
する第２のセルのタイミングを使用するための例のプロセスを例示する図である。
【図６】図６は、本開示のいくつかの態様による、異なるセルによるＣＳＩ－ＲＳ送信を
スケジュールするための例のプロセスを例示する図である。
【図７】図７は、本開示のいくつかの態様による、通信をサポートすることができる装置
（例えば、電子デバイス）のための例のハードウェアインプリメンテーションを例示する
ブロック図である。
【図８】図８は、本開示のいくつかの態様による、ＣＳＩ－ＲＳのインジケーションを提
供するためのプロセスの例を例示する図である。
【図９】図９は、本開示のいくつかの態様による、ＣＳＩ－ＲＳ構成を提供するためのプ
ロセスの例を例示するフローチャートである。
【図１０】図１０は、本開示のいくつかの態様による、タイミング情報を通信するための
プロセスの例を例示するフローチャートである。
【図１１】図１１は、本開示のいくつかの態様による、通信をサポートすることができる
装置（例えば、電子デバイス）のための別の例のハードウェアインプリメンテーションを
例示するブロック図である。
【図１２】図１２は、本開示のいくつかの態様による、ＣＳＩ－ＲＳを獲得するためのプ
ロセスの例を例示するフローチャートである。
【図１３】図１３は、本開示のいくつかの態様による、ＣＳＩ－ＲＳを獲得するためのプ
ロセスの例を例示するフローチャートである。
【図１４】図１４は、本開示のいくつかの態様による、通信をサポートすることができる
装置（例えば、電子デバイス）のための別の例のハードウェアインプリメンテーションを
例示するブロック図である。
【図１５】図１５は、本開示のいくつかの態様による、ＣＳＩ－ＲＳを獲得するためのプ
ロセスの例を例示するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　[0031]本開示の様々な態様は、基準信号の獲得に関する。いくつかの態様では、ネット
ワークは、ＣＳＩ－ＲＳを受信するために使用するセルタイミング（例えば、サービング
セルタイミングまたは近隣セルタイミング）をユーザ機器（ＵＥ）に伝えるインジケーシ
ョンをＵＥに送り得る。セルタイミングは、例えば、セルにおいて送信された同期信号ブ
ロック（ＳＳ－ブロック）のタイミングに基づいて決定され得る。いくつかの態様では、
ネットワークは、ＵＥに、異なるセルの間で異なるタイミングを測定することを要求し、
ＣＳＩ－ＲＳ構成を生成するためにその情報を使用し得る。ネットワークは、ＵＥが近隣
セルからＣＳＩ－ＲＳを獲得することを可能にするためにＵＥにＣＳＩ－ＲＳ構成を送る
。いくつかの態様では、ネットワークは、近隣セルにタイミング関連情報を送り得、近隣
セルは、ＣＳＩ－ＲＳを送信するためにその情報を使用する。
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【００１７】
　[0032]添付図面に関連して以下に記載される詳細な説明は、様々な構成の説明として意
図されており、ここに説明される概念が実施され得るのはこれらの構成においてのみであ
ることを表すようには意図されていない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を提供
する目的で特定の詳細を含む。しかしながら、これらのコンセプトがこれらの特定の詳細
なしに実施され得ることは、当業者に明らかになるであろう。その上、代替の構成が、本
開示の範囲から逸脱することなく考案され得る。さらに、周知の要素は、本開示の関連す
る詳細を不明瞭にすることを避けるために、詳細には説明されないか、または省略される
ことになる。
【００１８】
　[0033]本開示全体を通して提示される様々な概念は、幅広く様々な電気通信システム、
ネットワークアーキテクチャ、および通信規格にわたりインプリメントされ得る。例えば
、第３世代パートナシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標））は、しばしばロングタ
ームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））ネットワークと称される、発展型パケット
システム（ＥＰＳ）を包含するネットワークのためのいくつかのワイヤレス通信規格を定
義する規格団体である。第５世代（５Ｇ）ネットワークのような、ＬＴＥネットワークの
発展型バージョンは、ウェブブラウザ、ビデオストリーミング、ＶｏＩＰ、ミッションク
リティカルアプリケーション、マルチホップネットワーク、リアルタイムフィードバック
を持つリモート動作（例えば、遠隔手術）等を含むがこれらに限定されない、アプリケー
ションまたはサービスの多くの異なるタイプを提供し得る。従って、本明細書での教示は
、限定されないが、５Ｇ技術、第４世代（４Ｇ）技術、第３世代（３Ｇ）技術、および他
のネットワークアーキテクチャを含む様々なネットワーク技術に従ってインプリメントさ
れることができる。さらに、本明細書で説明される技法は、ダウンリンク、アップリンク
、ピアツーピアリンク、またはリンクのいくつかの他のタイプのために使用され得る。
【００１９】
　[0034]使用される実際の電気通信規格、ネットワークアーキテクチャ、および／または
通信規格は、システムに課せられた全体的な設計制約および特定の用途に依存するであろ
う。例示の目的のために、以下では、５Ｇシステムおよび／またはＬＴＥシステムのコン
テキストにおける様々な態様を説明し得る。しかしながら、本明細書での教示が、なお他
のシステムにおいて使用され得ることを理解されたい。従って、５Ｇおよび／またはＬＴ
Ｅの専門用語のコンテキストにおける機能性への言及は、技術の他のタイプ、ネットワー
ク、コンポーネント、シグナリング、等に等しく適用可能であると理解されるべきである
。　

例となる通信システム
【００２０】
　[0035]図１は、ワイヤレス通信システム１００の例を例示し、ここで、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）は、ワイヤレス通信シグナリングを介して他のデバイスと通信することができる。例
えば、第１のＵＥ１０２および第２のＵＥ１０４は、第１の送受信ポイント（ＴＲＰ）１
０６および／または他のネットワークコンポーネント（例えば、コアネットワーク１０８
、インターネットサービスプロバイダ（ＩＳＰ）１１０、ピアデバイス、等）によって管
理されるワイヤレス通信リソースを使用して第１のＴＲＰと通信し得る。加えて、システ
ム１００におけるデバイスは、デバイスツーデバイス（Ｄ２Ｄ）リンク１１２または他の
同様なリンクを介して直接的に互いに通信し得る。
【００２１】
　[0036]本明細での教示に従って、ワイヤレス通信システム１００におけるデバイスは、
ＣＳＩ－ＲＳ構成および送信のための機能性１１４を含む。例えば、第１のＵＥ１０２、
第２のＵＥ１０４、第１のＴＲＰ１０６、および第２のＴＲＰ１１６の各々は、以下でよ
り詳細に議論されるようなＣＳＩ－ＲＳ構成および送信のための機能性１１４を含み得る
。
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【００２２】
　[0037]ワイヤレス通信システム１００のリンクおよびコンポーネントは、異なるインプ
リメンテーションにおいて異なる形式をとり得る。限定されないが、例えば、ＵＥは、セ
ルラデバイス、モノのインターネット（ＩｏＴ）デバイス、セルラＩｏＴ（ＣＩｏＴ）デ
バイス、ＬＴＥワイヤレスセルラデバイス、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）セルラデバイス
、スマートアラーム、リモートセッション、スマートフォン、携帯電話、スマートメータ
、携帯情報端末（ＰＤＡ）、パーソナルコンピュータ、メッシュノード、およびタブレッ
トコンピュータであり得る。
【００２３】
　[0038]いくつかの態様では、ＴＲＰは、特定の物理セルのための無線ヘッダ機能性を組
み込む物理エンティティを指し得る。いくつかの態様では、ＴＲＰは、直交周波数分割多
重（ＯＦＤＭ）に基づくエアインターフェースとの５Ｇ新規無線（ＮＲ）機能性を含み得
る。ＮＲは、限定されないが、例えば、発展型モバイルブロードバンド（ｅＭＢＢ）、ミ
ッションクリティカルサービス、およびＩｏＴデバイスのワイドスケール展開をサポート
し得る。ＴＲＰの機能性は、１つまたは複数の態様において、ＣＩｏＴ基地局（Ｃ－ＢＳ
）、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮｏｄｅＢ）、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）
アクセスノード、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、基地局（ＢＳ）、無線基地
局（ＲＢＳ）、基地局コントローラ（ＢＳＣ）、基地トランシーバ局（ＢＴＳ）、トラン
シーバ機能（ＴＦ）、無線トランシーバ、無線ルータ、ベーシックサービスセット（ＢＳ
Ｓ）、拡張型サービスセット（ＥＳＳ）、マクロセル、マクロノード、ホームｅＮＢ（Ｈ
ｅＮＢ）、フェムトセル、フェムトノード、ピコノード、または何らかの他の適切なエン
ティティと類似し得る。異なるシナリオ（例えば、ＮＲ、ＬＴＥ、等）において、ＴＲＰ
は、ｇノードＢ（ｇＮＢ）、ｅＮＢ、基地局と称され得る、または他の専門用語を使用し
て称され得る。
【００２４】
　[0039]ネットワークツーデバイスリンクおよびＤ２Ｄリンクの様々なタイプは、ワイヤ
レス通信システム１００においてサポートされ得る。例えば、Ｄ２Ｄリンクは、限定され
ないが、マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）リンク、ＭＴＣリンク、ビークルツービークル（Ｖ
２Ｖ：vehicle-to-vehicle）リンク、およびビークルツーエニシング（Ｖ２Ｘ：vehicle-
to-anything）リンクを含み得る。ネットワークツーデバイスリンクは、限定されないが
、アップリンク（または逆方向リンク）、ダウンリンク（または順方向リンク）、および
ビークルツーネットワーク（Ｖ２Ｎ）リンクを含み得る。　

例となる通信コンポーネント
【００２５】
　[0040]図２は、ワイヤレス通信システム２００の別の例を例示し、ここで、第１のデバ
イス（例えば、ＵＥ）２０２は、異なるセルから信号を受信し得る。例えば、第１のデバ
イス２０２は現在、サービングセル２０４（例えば、ｇＮＢのセル）からサービスを受け
得るが、近隣セル２０６（例えば、別のｇＮＢのセル）のような近くのセルの測定を繰り
返し実施する（conduct)。図２の複雑さを軽減するために、３つのエンティティのみが示
される。特に、ワイヤレス通信システムは、これらのエンティティよりも多くのエンティ
ティを含み得る。
【００２６】
　[0041]本明細書の技術に従って、第１のデバイス２０２は、サービングセル２０４から
の支援を用いて近隣セル２０６からのＣＳＩ－ＲＳを復号し得る。このような目的で、第
１のデバイス２０２はオプションとして、ＮＲ同期信号（ＮＲ－ＳＳ）に基づいてセル間
のタイミング差（例えば、シンボルタイミング差またはいくつかの他のタイミング差）を
測定し、サービングセルにタイミング差を報告する機能性２０８を含み得る。例えば、第
１のデバイス２０２は、サービングセル２０４から受信したＮＲ－ＳＳ２１６および近隣
セル２０６から受信したＮＲ－ＳＳ２１８に基づいて、サービングセル２０４と近隣セル



(12) JP 2020-519126 A 2020.6.25

10

20

30

40

50

２０６との間のシンボルタイミング差（または何らかの他のタイミング差）を測定し得る
。その結果、第１のデバイス２０２はオプションとして、サービングセル２０４にタイミ
ング差２２０のインジケーションを送り得る。
【００２７】
　[0042]サービングセル２０４は、ＣＳＩ－ＲＳ構成を決定するために機能性２１０を含
み得る。いくつかのシナリオでは、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、ＣＳＩ－ＲＳを受信するための
（例えば、近隣セル２０６からＣＳＩ－ＲＳを受信するための）タイミング基準としてど
のセルを第１のデバイスが使用し得るか示し得る。例えば、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、第１の
デバイス２０２がＣＳＩ－ＲＳのタイミングをサービングセル２０４のタイミングに準拠
させることを示し得る。別の例として、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、第１のセル２０２がＣＳＩ
－ＲＳのタイミングを近隣セル２０６のタイミングに準拠させることを示し得る。本明細
書で議論されるように、サービングセル２０４は、第１のデバイス２０２にＣＳＩ－ＲＳ
構成２２２を送り得る。
【００２８】
　[0043]いくつかのシナリオでは、ＣＳＩ－ＲＳ構成の決定は、サービングセル２０４と
近隣セル２０６との間のシンボルタイミング差（または何らかの他のタイミング差）に基
づく。いくつかのインプリメンテーションでは、この決定は、第１のデバイス２０２によ
って送られたタイミング差２２０に基づき得る。いくつかのインプリメンテーションでは
、この決定は、サービングセルが近隣セルから受信したおよび／または近隣セルに送るタ
イミング情報に基づき得る。従って、サービングセル２０４は、近隣セル２０６におよび
／または近隣セルから、タイミング情報２２４（例えば、ＣＳＩ－ＲＳタイミング情報）
を送るおよび／または受信し得る。
【００２９】
　[0044]近隣セルから２０６は、ＣＳＩ－ＲＳを送信する機能性２１４を含む。ＣＳＩ－
ＲＳは、近隣セル２０６のタイミングに基づいておよび／またはサービングセル２０４ま
たは何らかの他のエンティティから受信したＣＳＩ－ＲＳタイミング情報に基づいて送信
され得る。例えば、ＣＳＩ－ＲＳタイミング情報は、近隣セル２０６がいつＣＳＩ－ＲＳ
２２６を送信するかを示し得る。
【００３０】
　[0045]第１のデバイス２０２はさらに、近隣セル２０６のＣＳＩ－ＲＳを復号する機能
性２１２を含み得る。いくつかの態様では、この復号は、サービングセル２０４から受信
したＣＳＩ－ＲＳ構成２２２に基づき得る。ワイヤレス通信システム２００の他のデバイ
スは、上で議論されたのと類似の機能性（図示されていない）を含み得る。　

ＣＳＩ－ＲＳ構成および送信
【００３１】
　[0046]無線リソース制御（ＲＲＣ）ＣＯＮＮＥＣＴＥＤモードにおけるセルレベルモビ
リティについて、ＩＤＬＥモード基準信号ＲＳ（例えば、ＮＲ－ＳＳ）に加えて、ＣＳＩ
－ＲＳが使用されることができる。測定のための近隣セルの検出は、ＮＲ－ＳＳに基づき
得る。
【００３２】
　[0047]ＣＳＩ－ＲＳを包含するＲＲＣ　ＣＯＮＮＥＣＴＥＤモードモビリティについて
、ＵＥは、近隣セルからのＣＳＩ－ＲＳ送信を測定するためにＣＳＩ－ＲＳ構成を使用し
得る。ＣＳＩ－ＲＳ構成は、例えば、アンテナポート、ＣＳＩ－ＲＳ基準信号構成、ＣＳ
Ｉ－ＲＳサブフレーム構成、およびＣＳＩ－ＲＳスクランブリングアイデンティティを含
み得る。これらのパラメータは、近隣セルタイミングの関数であり、それは、システムフ
レーム数、サブフレームインデックス、スロットインデックス、ミニスロットインデック
ス、またはシンボルインデックスのうちの１つまたは複数を含み得る。タイミング情報は
、各近隣セルの物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）中で伝達され得る。
【００３３】
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　[0048]ＣＯＮＮＥＣＴＥＤモードにおけるＵＥは、近隣セルからのＰＢＣＨを復号しな
いように構成されてもよい。例えば、ＰＢＣＨの復号は、ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ測定の間の
動作の複雑さを低減するために回避され得る。それ故に、ＵＥは、近隣セルからのＣＳＩ
－ＲＳ送信を測定することができなくてもよい。
【００３４】
　[0049]本開示は、いくつかの態様では、ＵＥが近隣セルのＰＢＣＨを読み取ることを要
求すること無しに、ＵＥが近隣セルのＣＳＩ－ＲＳを復号することができるようにするこ
とに関する。例えば、ネットワークは、ターゲットセルのタイミング（または関連のある
タイミング）および／またはスクランブリング情報を取得することでＵＥを支援し得る。
この目的で、ネットワーク（例えば、現在のサービングセル）は、以下の動作のうちの１
つまたは複数を実行し得る。
【００３５】
　[0050]いくつかの態様では、ネットワークは、サービングセルと１つまたは複数の近隣
セルとの間のシンボルタイミング差（または何らかの他のタイミング差）を測定するため
に１つまたは複数のＵＥを構成し得る。いくつかのシナリオでは、ＵＥは、そのような測
定を実施することを自立的に選択し得る。
【００３６】
　[0051]従って、ネットワーク（例えば、ネットワーク中のセル）は、１つまたは複数の
ＵＥからタイミング差を取得し得る。代替として、または追加として、ネットワークは、
ネットワークが１つまたは複数のセルから受信する、タイミング情報を基礎としたタイミ
ング差を決定し得る。このタイミング差またはこれらのタイミング差から、ネットワーク
は、サービングセルと近隣セルとの間のタイミング差を推定値を導出する。
【００３７】
　[0052]ネットワークは、ＣＳＩ－ＲＳ構成および送信のための、サービングセルと近隣
セルとの間のタイミング差を使用し得る。例えば、ネットワークは、タイミング差に基づ
いて、１つまたは複数の近隣のＣＳＩ－ＲＳ構成を生成し、ＵＥにＣＳＩ－ＲＳ構成を送
り得る。
【００３８】
　[0053]ＣＳＩ－ＲＳ構成は、アンテナポート、ＣＳＩ－ＲＳ基準信号構成、ＣＳＩ－Ｒ
Ｓサブフレーム構成、および他の情報を含み得る。ネットワークは、ＣＳＩ－ＲＳのため
のタイミングがサービングセルまたは近隣セルのタイミングに基づくことをＵＥに示し得
る。ネットワークは、ＵＥに、システムフレーム数（ＳＦＮ）のサブセット、サブフレー
ムインデックス（ＳＦＩ）、シンボルインデックス（ＳＩ）および／またはサービングセ
ルと近隣セルとの間のタイミング（例えば、シンボルタイミング）における差を提供し得
る。スクランブリングＩＤまたはスクランブリングＩＤを取得するためのシードは、ＣＳ
Ｉ－ＲＳ構成の一部として提供されることができる。ネットワークはまた、（１）同じス
クランブリングシーケンスが、または（２）異なるスクランブリングシーケンスがサービ
ングセルと近隣セルとの間のシンボルタイミング差推定の間のシンボルを通して送られる
かどうかを指定し得る。
【００３９】
　[0054]ネットワーク（例えば、現在のサービングセル、またはモビリティ管理エンティ
ティ（ＭＭＥ）のようなネットワークノード、ゲートウェイ、等）はまた、近隣セルから
のＣＳＩ－ＲＳの送信を制御し得る。１つのシナリオでは、ネットワークは、近隣セルに
、近隣セルのタイミングに基づいて送信するように指示し得る。
【００４０】
　[0055]別のシナリオでは、ネットワークは、近隣セルに、サービングセルのタイミング
に基づいてＣＳＩ－ＲＳを送信するように指示し、そのケースでは、以下の動作がサポー
トされ得る。ネットワークは、サービングセルと近隣セルとの間のシンボルタイミング差
の推定値、ＳＩ、ＳＦＩ、およびＳＦＮのサブセットを近隣セルに提供し得る。ネットワ
ークはまた、同じスクランブリングシーケンスが、または異なるスクランブリングシーケ
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ンスがサービングセルと近隣セルとの間のシンボルタイミング差の間のシンボルを通して
送られるかどうかを指定し得る。ネットワークはまた、（例えば、異なるセルによるＣＳ
Ｉ－ＲＳの送信の間のオフセットを指定することによって）１つまたは複数のセルからの
ＣＳＩ－ＲＳの送信を調整し得る。
【００４１】
　[0056]ネットワークによって構成される場合、ＵＥは、サービングセルと１つまたは複
数の近隣セルとの間のタイミング差を測定し得る。加えて、ネットワークによって構成さ
れる場合、ＵＥは、ネットワークにシンボル差を報告し得る。　

例示的な動作
【００４２】
　[0057]以上を考慮すると、図３は、本開示のいくつかの態様にしたがった、通信のため
の処理３００を例示する。処理３００は、例えば、少なくとも１つのＵＥ、少なくとも１
つのｇＮＢ、少なくとも１つのアクセス端末、少なくとも１つのＴＲＰ、少なくとも１つ
の基地局、等のうちの１つまたは複数によってまとめて実行され得る。当然ながら、本開
示の範囲内の様々な態様では、処理３００は、通信に関連する動作（例えば、ＲＳに関連
する動作）をサポートすることが可能な任意の適切な装置によってインプリメントされ得
る。
【００４３】
　[0058]オプションのブロック３０２で、第１のセル（例えば、第１のｇＮＢ）は、第１
のセルと第２のセル（例えば第２のｇＮＢ）との間のタイミング差を測定するよう、ＵＥ
に要求し得る。例えば、第１のセルは、ＵＥのためのサービングセルであり、第２のセル
は、近隣セル（例えばハンドオーバのための潜在的なターゲットセル）であり得る。
【００４４】
　[0059]ブロック３０４で、ＵＥは、第１のセルと第２のセルとの間のタイミング差を測
定する。本明細書で議論されるように、測定は、第１のセルおよび第２のセルによって送
信されるＮＲ－ＳＳに基づき得る。
【００４５】
　[0060]ブロック３０６で、ＵＥは、第１のセルにタイミング差を報告する。
【００４６】
　[0061]ブロック３０８で、第１のセルは、タイミング差に基づいてＣＳＩ－ＲＳ構成を
決定する。
【００４７】
　[0062]ブロック３１０で、第１のセルは、ＵＥにＣＳＩ－ＲＳ構成を送る。
【００４８】
　[0063]オプションのブロック３１２で、第１のセルは、第２のセルにＣＳＩ－ＲＳタイ
ミング情報を送り得る。この情報は、例えば、２つのセルの間の直接通信を介して（例え
ば、ＬＥＴにおけるＸ２インターフェースのようなインターフェースを介して）、または
ＭＭＥ、ゲートウェイ、等のような他の中間ネットワークノードを介して送られ得る。
【００４９】
　[0064]ブロック３１４で、第２のセルは、ＣＳＩ－ＲＳを送信する。本明細書で議論さ
れるように、ＣＳＩ－ＲＳの送信は、いくつかのケースでは、第１のセルから受信したＣ
ＳＩ－ＲＳタイミング情報に少なくとも基づき得る。
【００５０】
　[0065]ブロック３１６で、ＵＥは、第２のセルからＣＳＩ－ＲＳを復号するためにＣＳ
Ｉ－ＲＳ構成を使用する。例えば、ＵＥは、スクランブリングＩＤ、スクランブリングＩ
Ｄを生成するために使用されるシード、シードを生成するために使用されるシンボルイン
デックスに基づいて、どのシーケンスがＣＳＩ－ＲＳの送信において、第２のセルによっ
て使用されるかを決定し得る。有利に、このステップで、ＵＥは、第２のセルのタイミン
グの代わりに第１のセル（例えば、サービングセル）のタイミングを使用し得る（それは



(15) JP 2020-519126 A 2020.6.25

10

20

30

40

50

、第２のセルのタイミングを取得するために第２のセルのＰＢＣＨを読み取ることを要求
こともあり得る）。
【００５１】
　[0066]図４は、本開示のいくつかの態様にしたがった、通信のための別の処理４００を
図示する。処理４００は、例えば、少なくとも１つのＵＥ、少なくとも１つのｇＮＢ、少
なくとも１つのアクセス端末、少なくとも１つのＴＲＰ、少なくとも１つの基地局、等の
うちの１つまたは複数によってまとめて実行される。当然ながら、本開示の範囲内の様々
な態様では、処理４００は、通信に関連する動作（例えば、ＲＳに関連する動作）をサポ
ートすることが可能な任意の適切な装置によってインプリメントされ得る。
【００５２】
　[0067]ブロック４０２で、第１のセル（例えば、第１のｇＮＢ）は、ＵＥに、第２のセ
ル（例えば、第２のｇＮＢ）からＣＳＩ－ＲＳを受信するために第１のセルのタイミング
を使用するよう指示するメッセージを、ＵＥに送る。
【００５３】
　[0068]ブロック４０４で、第１のセルは、ＵＥにＣＳＩ－ＲＳ構成を送る。いくつかの
態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、第２のセルのタイミングに基づき得る（例えば、第１の
セルと第２のセルとの間のタイミング差に基づき得る）。
【００５４】
　[0069]ブロック４０６において、ＵＥは、少なくとも１つのスクランブリングシーケン
スを決定するためにＣＳＩ－ＲＳ構成を使用する。
【００５５】
　[0070]ブロック４０８で、ＵＥは、第２のセルによって送信されたＣＳＩ－ＲＳを復号
するために少なくとも１つのスクランブリングシーケンスを使用する。
【００５６】
　[0071]図５は、本開示のいくつかの態様にしたがった、通信のための別の処理５００を
図示する。処理５００は、例えば、少なくとも１つのＵＥ、少なくとも１つのｇＮＢ、少
なくとも１つのアクセス端末、少なくとも１つのＴＲＰ、少なくとも１つの基地局、等の
うちの１つまたは複数によってまとめて実行される。当然ながら、本開示の範囲内の様々
な態様では、処理５００は、通信に関連する動作（例えば、ＲＳに関連する動作）をサポ
ートすることが可能な任意の適切な装置によってインプリメントされ得る。
【００５７】
　[0072]ブロック５０２で、第１のセル（例えば、第１のｇＮＢ）は、ＵＥに、第２のセ
ル（例えば、第２のｇＮＢ）からＣＳＩ－ＲＳを受信するために第２のセルのタイミング
を使用するよう指示するメッセージを、ＵＥに送る。
【００５８】
　[0073]ブロック５０４で、第１のセルは、ＵＥにＣＳＩ－ＲＳ構成を送る。いくつかの
態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、第２のセルのタイミングに基づき得る（例えば、構成は
、第２のセルのためのタイミング情報を含み得る）。
【００５９】
　[0074]ブロック５０６において、ＵＥは、少なくとも１つのスクランブリングシーケン
スを決定するためにＣＳＩ－ＲＳ構成を使用する。
【００６０】
　[0075]ブロック５０８で、ＵＥは、第２のセルによって送信されたＣＳＩ－ＲＳを復号
するために少なくとも１つのスクランブリングシーケンスを使用する。
【００６１】
　[0076]図６は、本開示のいくつかの態様にしたがった、通信のための別の処理６００を
図示する。処理６００は、例えば、少なくとも１つのネットワークノード、少なくとも１
つのｇＮＢ、少なくとも１つのＴＲＰ、少なくとも１つの基地局、等のうちの１つまたは
複数によってまとめて実行され得る。当然ながら、本開示の範囲内の様々な態様では、処
理６００は、通信に関連する動作（例えば、ＲＳに関連する動作）をサポートすることが
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可能な任意の適切な装置によってインプリメントされ得る。
【００６２】
　[0077]ブロック６０２で、第１のノード（例えば、ネットワークノードまたは第１のｇ
ＮＢ）は、第１のセルによるＣＳＩ－ＲＳの送信および第２のセルによるＣＳＩ－ＲＳの
送信のためのスケジュールを決定する、ここで、スケジュールされた送信は、重複しない
。
【００６３】
　[0078]ブロック６０４で、第１のノードは、第２のセル（および、適用可能な場合、第
１のセル）にスケジュールを送る。
【００６４】
　[0079]ブロック６０６で、第１のセルは、スケジュールに基づいてそのＣＳＩ－ＲＳを
送信する。
【００６５】
　[0080]ブロック６０８で、第２のセルは、スケジュールに基づいてそのＣＳＩ－ＲＳを
送信する。　

例示的なビームフォームされた動作
【００６６】
　[0081]本明細書の教示は、ビームフォーミングを使用するネットワークにおいて使用さ
れ得る。例えば、ｇＮＢは、異なるビームフォーミング方向を介して第１のＵＥおよび第
２のＵＥと通信し得る。すなわち、ｇＮＢは、第１の複数の指向性ビームのうちの任意の
１つを介して通信し得、第１のＵＥ３０４は、第２の複数の指向性ビームのうちの任意の
１つを介して通信し得、および第２のＵＥは、複数の指向性ビームのうちの任意の１つを
介して通信し得る。したがって、ｇＮＢは、第１のビームフォーミング方向を介して第１
のＵＥと通信し、第２のビームフォーミング方向を介して第２のＵＥと通信し得る。
【００６７】
　[0082]ワイヤレス多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムは、ビームフォーミングベースの
信号送信を提供するために複数の送信アンテナを使用し得る。通常、異なるアンテナから
送信されたビームフォーミングベースの信号は、結果として生じる信号の電力が受信機デ
バイス（例えば、ＵＥ）の方へと集中するように、位相（およびオプションとして振幅）
において調整される。
【００６８】
　[0083]ワイヤレスＭＩＭＯシステムは、一度に単一ユーザのための、または同時に何人
かのユーザのための通信をサポートし得る。単一ユーザへの送信（例えば、単一受信機デ
バイス）は一般に、シングルユーザＭＩＭＯ（ＳＵ－ＭＩＭＯ）と呼ばれ、一方、複数の
ユーザのための同時送信は一般に、マルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ）と呼ばれる
。
【００６９】
　[0084]ＭＩＭＯシステムのｇＮＢは、データ送受信のために複数のアンテナを用いる、
一方、各ユーザは、１つまたは複数のアンテナを用いる。ｇＮＢは、順方向リンクチャネ
ルと逆方向リンクチャネルとを介してＵＥと通信する。いくつかの態様では、ダウンリン
ク（ＤＬ）チャネルは、アクセスポイントの送信アンテナからＵＥの受信アンテナへの通
信チャネルを指し、アップリンク（ＵＬ）チャネルは、ユーザの送信アンテナからアクセ
スポイントの受信アンテナへの通信チャネルを指す。ダウンリンクおよびアップリンクは
、それぞれ順方向リンクおよび逆方向リンクと呼ばれ得る。
【００７０】
　[0085]送信アンテナのセットから受信アンテナへの送信に対応するＭＩＭＯチャネルは
、受信アンテナの方へと送信を導くためにプリコーディング（例えば、ビームフォーミン
グ）が用いられるため、空間ストリームと呼ばれる。したがって、いくつかの態様では、
各空間ストリームは、少なくとも１つの次元に対応する。したがって、ＭＩＭＯシステム
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は、これらの空間ストリームによって提供されるさらなる次元の使用を通じて、改善され
たパフォーマンス（例えば、より高いスループットおよび／またはより高い信頼性）を提
供する。　

第１の例の装置
【００７１】
　[0086]図７は、本開示の１つまたは複数にしたがった、通信をするように構成された装
置７００の例示のハードウェアインプリメンテーションのブロック図を図示する。装置７
００は、ｇＮＢ、送受信ポイント（ＴＲＰ）、アクセスポイント、ＵＥ、または本明細書
で教示されるように基準信号をサポートするデバイスのいくつかの他のタイプ内で具体化
されるまたはインプリメントされることができる。様々なインプリメンテーションでは、
装置７００は、基地局、アクセス端末、またはデバイスのいくつかの他のタイプ内で具体
化されるまたはインプリメントされることができる。様々なインプリメンテーションでは
、装置７００は、サーバ、ネットワークエンティティ、携帯電話、スマートフォン、タブ
レット、ポータブルコンピュータ、パーソナルコンピュータ、センサ、アラーム、ビーク
ル、マシン、エンターテインメントデバイス、医療デバイス、または回路を有する任意の
他の電子デバイス内で具体化されるまたはインプリメントされることができる。
【００７２】
　[0087]装置７００は、通信インタフェース７０２（例えば、少なくとも１つのトランシ
ーバ）、記憶媒体７０４、ユーザインタフェース７０６、メモリデバイス７０８、および
処理回路７１０（例えば、少なくとも１つのプロセッサ）を含む。これらのコンポーネン
トは、図７において概して接続線によって表されるシグナリングバスまたは他の好適なコ
ンポーネントを介して、互いに電気的通信状態に置かれる、および／または、互いに結合
されることができる。シグナリングバスは、処理回路７１０の特定の用途および全体的な
設計制約に応じて、相互接続バスおよびブリッジをいくつでも含み得る。シグナリングバ
スは、通信インタフェース７０２、記憶媒体７０４、ユーザインタフェース７０６、およ
びメモリデバイス７０８の各々が、処理回路７１０と電気的通信状態に置かれる、および
／または、処理回路１０１０に結合されるように、様々な回路を共にリンクする。シグナ
リングバスはまた、タイミングソース、周辺機器、電圧レギュレータ、および電力管理回
路のような、様々な他の回路（示されていない）もリンクさせ得るが、これらは当該技術
で周知であるため、これ以上説明されることはない。
【００７３】
　[0088]通信インタフェース７０２は、装置７００のワイヤレス通信を容易にするように
適合され得る。例えば、通信インタフェース７０２は、ネットワーク内の１つまたは複数
の通信デバイスに関して双方向に情報の通信を容易にするように適合される電気回路およ
び／またはプログラミングを含み得る。したがって、いくつかのインプリメンテーション
では、通信インターフェース７０２は、ワイヤレス通信システム内でのワイヤレス通信の
ための１つまたは複数のアンテナ７１２に結合され得る。いくつかのインプリメンテーシ
ョンでは、通信インターフェース７０２は、ワイヤベースの通信のために構成され得る。
例えば、通信インターフェース７０２は、バスインターフェース、送／受信インターフェ
ース、またはドライブを含むいくつかの信号インターフェースの他のタイプ、バッファ、
あるいは信号を出力および／または取得する（例えば、集積回路内から信号を出力するま
たは集積回路内で信号を受信する）ための他の電気回路であることができる。通信インタ
ーフェース７０２は、１つまたは複数のスタンドアロン受信機および／または送信機、お
よび１つまたは複数のトランシーバで構成されることができる。例示された例では、通信
インタフェース７０２は、送信機７１４および受信機７１６を含む。
【００７４】
　[0089]メモリデバイス７０８は、１つまたは複数のメモリデバイスを表し得る。示され
るように、メモリデバイス７０８は、装置７００によって使用される他の情報とともにセ
ル情報７１８を維持し得る。いくつかのインプリメンテーションでは、メモリデバイス７
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０８および記憶媒体７０４は、共通のメモリコンポーネントとしてインプリメントされる
。メモリデバイス７０８はまた、処理回路７１０または装置７００の何らかの他のコンポ
ーネントによって操作されるデータを記憶するために使用され得る。
【００７５】
　[0090]記憶媒体７０４は、プロセッサ実行可能コードまたは命令（例えば、ソフトウェ
ア、ファームウェア）、電子データ、データベース、または他のデジタル情報のようなプ
ログラミングを記憶するための、１つまたは複数のコンピュータ読み取り可能な、機械読
み取り可能な、および／またはプロセッサ読み取り可能なデバイスを表し得る。記憶媒体
７０４はまた、プログラミングを実行するときに処理回路７１０によって操作されるデー
タを記憶するために使用され得る。記憶媒体７０４は、ポータブルまたは固定記憶デバイ
ス、光学記憶デバイス、および、プログラミングを記憶するか、含むか、または搬送する
ことができる様々な他の媒体を含む、汎用または専用プロセッサによってアクセスされる
ことができるいかなる利用可能な媒体でもあり得る。
【００７６】
　[0091]限定ではなく例として、記憶媒体７０４は、磁気記憶デバイス（例えば、ハード
ディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、磁気ストリップ）、光学ディスク（例えば
、コンパクトディスク（ＣＤ）またはデジタル多目的ディスク（ＤＶＤ））、スマートカ
ード、フラッシュメモリデバイス（例えば、カード、スティック、またはキードライブ）
、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラム可能
なＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能なＰＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的に消去可能なＰＲＯ
Ｍ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、レジスタ、リムーバブルディスク、およびコンピュー
タによってアクセスされ得るおよび読み出され得る命令および／またはソフトウェアを記
憶するためのいかなる他の好適な媒体も含み得る。記憶媒体７０４は、製品（例えば、コ
ンピュータプログラム製品）において具現化され得る。例として、コンピュータプログラ
ム製品は、パッケージング材料におけるコンピュータ読み取り可能な媒体を含み得る。上
記を考慮して、いくつかのインプリメンテーションでは、記憶媒体７０４は、非一時的な
（例えば、有形の）記憶媒体であり得る。
【００７７】
　[0092]記憶媒体７０４は、処理回路７１０が記憶媒体７０４から情報を読み出すおよび
記憶媒体１００４に情報を書き込むことができるように、処理回路７１０に結合され得る
。つまり、記憶媒体７０４は、少なくとも１つの記憶媒体が処理回路７１０に統合された
例、および／または少なくとも１つの記憶媒体が処理回路７１０から分離された例（例え
ば、装置７００に常駐する、装置７００の外部にある、複数のエンティティにわたって分
散される等）を含んで、記憶媒体７０４が処理回路７１０によって少なくともアクセス可
能であるように、処理回路７１０に結合されることができる。
【００７８】
　[0093]記憶媒体７０４によって記憶されるプログラミングは、処理回路７１０によって
実行されると、処理回路７１０に、ここに説明される様々な機能および／または処理動作
のうちの１つまたは複数を実施させる。例えば、記憶媒体７０４は、処理回路７１０の１
つまたは複数のハードウェアブロックにおける動作を調節（regulating）するために、な
らびに、それらのそれぞれの通信プロトコルを利用してワイヤレス通信のための通信イン
タフェース７０２を利用するように、構成された動作を含み得る。いくつかの態様では、
記憶媒体７０４は、本明細書で説明される機能性を実行するコードを含む、コンピュータ
実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体を含み得る。
【００７９】
　[0094]処理回路７１０は一般に、記憶媒体７０４上に記憶されたそのようなプログラミ
ングの実行を含む処理のために適合される。ここで使用される場合、「コード」または「
プログラミング」という用語は、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイク
ロコード、ハードウェア記述言語、またはその他の呼称に関わらず、制限なく、命令、命
令セット、データ、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、プログ
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ラミング、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェア
アプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、
実行可能ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数（functions）等を含むように広
く解釈されるべきである。
【００８０】
　[0095]処理回路７１０は、データを取得する、処理するおよび／または送る、データア
クセスおよびストレージを制御する、コマンドを発行する、および他の所望の動作を制御
するように配列される。処理回路７１０は、少なくとも１つの例においては、適した媒体
によって提供される所望のプログラミングをインプリメントするように構成される電気回
路を含み得る。例えば、処理回路７１０は、１つまたは複数のプロセッサ、１つまたは複
数のコントローラ、および／または実行可能なプログラミングを実行するように構成され
る他の構造としてインプリメントされ得る。処理回路７１０の例は、汎用プロセッサ、デ
ジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド
プログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または他のプログラム可能な論理コンポーネ
ント、ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理、ディスクリートハードウェアコン
ポーネント、またはここに説明された機能を実施するように設計されたそれらの任意の組
合せを含み得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサ、ならびにいかなる従来のプロ
セッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンも含み得る。処理
回路７１０はまた、計算コンポーネントの組合せ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサ
の組合せ、いくつかのマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連結した１つまたは複数のマイ
クロプロセッサ、ＡＳＩＣおよびマイクロプロセッサ、またはその他の様々な構成（ａｎ
ｙ　ｏｔｈｅｒ　ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ｖａｒｙｉｎｇ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎｓ
）としてもインプリメントされ得る。処理回路７１０のこれらの例は、例示のためのもの
であり、本開示の範囲内の他の好適な構成もまた考慮されている。
【００８１】
　[0096]本開示の１つまたは複数の態様に従って、処理回路７１０は、ここに説明される
装置の任意のものまたはすべてについての、特徴、処理、機能、動作および／またはルー
チンの任意のものまたはすべてを実施するように適合され得る。例えば、処理回路７１０
は、図１－６、および図８－１０に関連して説明されるステップ、関数、および／または
処理のうちの任意のものを実行するように構成され得る。本明細書で使用される場合、処
理回路７１０に関する「適合される」という用語は、処理回路７１０が、ここに説明され
る様々な特徴に従って、特定の処理、機能、動作および／またはルーチンを実施するよう
に構成されること、そのために使用されること、インプリメントされること、および／ま
たはプログラムされること、のうちの１つまたは複数を指し得る。
【００８２】
　[0097]処理回路７１０は、図１－図６、および図８－図１０と共に説明される動作のう
ちの任意の１つを実行するための手段（例えば、実行するための構造）としての機能を果
たす特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）のような、専門プロセッサであり得る。処理回路
７１０は、送信するための手段および／または受信するための手段の１つの例としての機
能を果たし得る。様々なインプリメンテーションでは、処理回路７１０は、少なくとも、
図２のサービングセル２０４のために上で説明される機能性を提供するおよび／または組
み込み得る。
【００８３】
　[0098]装置７００の少なくとも１つの例にしたがって、処理回路７１０は、タイミング
差を決定するための１つまたは複数の回路／モジュール７２０、ＣＳＩ－ＲＳ構成を決定
するための回路／モジュール７２２、送るための回路／モジュール７２４、ＣＳＩ－ＲＳ
のためのタイミングを決定するための回路／モジュール７２６、受信するための回路／モ
ジュール７２８、または識別するための回路／モジュール７３０のうちの１つまたは複数
を含み得る。様々なインプリメンテーションでは、タイミング差を決定するための回路／
モジュール７２０、ＣＳＩ－ＲＳ構成を決定するための回路／モジュール７２２、送るた
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めの回路／モジュール７２４、ＣＳＩ－ＲＳのためのタイミングを決定するための回路／
モジュール７２６、受信するための回路／モジュール７２８、または識別するための回路
／モジュール７３０は、少なくとも図２のサービングセル２０４のために上で説明された
機能性を提供するおよび／または組み込み得る。
【００８４】
　[0099]上述したように、記憶媒体７０４によって記憶されたプログラミングは、処理回
路７１０によって実行されると、処理回路７１０に、本明細書に説明される様々な機能お
よび／または処理動作のうちの１つまたは複数を実施させる。例えば、プログラミングは
、処理回路７１０に、様々な実装において図１－図６および図８－図１０に関して本明細
書で説明される様々な機能、ステップ、および／または処理を行わせ得る。図７に示され
るように、記憶媒体７０４は、タイミング差を決定するためのコード７４０、ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ構成を決定するためのコード７４２、送るためのコード７４４、ＣＳＩ－ＲＳのための
タイミングを決定するためのコード７４６、受信するためのコード７４８、または識別す
るためのコード７５０のうちの１つまたは複数を含み得る。様々なインプリメンテーショ
ンでは、タイミング差を決定するためのコード７４０、ＣＳＩ－ＲＳ構成を決定するため
のコード７４２、送るためのコード７４４、ＣＳＩ－ＲＳのためのタイミングを決定する
ためのコード７４６、受信するためのコード７４８、または識別するためのコード７５０
は、タイミング差を決定するための回路／モジュール７２０、ＣＳＩ－ＲＳ構成を決定す
るための回路／モジュール７２２、送るための回路／モジュール７２４、ＣＳＩ－ＲＳの
ためのタイミングを決定するための回路／モジュール７２６、受信するための回路／モジ
ュール７２８、または識別するための回路／モジュール７３０のために本明細書で説明さ
れた機能性を提供するために実行されるまたはさもなければ使用され得る。　

第１の例の処理
【００８５】
　[0100]図８は、本開示のいくつかの態様にしたがった、通信のための処理８００を図示
する。処理８００は、ｇＮＢ、ＴＲＰ、基地局、ＵＥ，アクセス端末、または何らかの他
の適切な装置に位置し得る、処理回路（例えば、図７の処理回路７１０）内で行われ得る
。当然ながら、本開示の範囲内の様々な態様では、処理８００は、通信に関連する動作（
例えば、サイドリンク動作）をサポートすることが可能な任意の適切な装置によってイン
プリメントされ得る。
【００８６】
　[0101]オプションのブロック８０２で、装置（例えば、ｇＮＢ）は、ＣＳＩ－ＲＳ（例
えば、近隣セル）を送信するセルと、ＵＥのためのサービングセルとの間のタイミング差
を決定し得る。このケースでは、ブロック８０６でのＣＳＩ－ＲＳ構成の決定は、タイミ
ング差に基づき得る。いくつかの態様では、タイミング差は、シンボルタイミング差であ
り得る。いくつかの態様では、タイミング差は、スロットタイミング差、ミニスロットタ
イミング差、システムフレーム数タイミング差、またはこれらの任意の組合せを含み得る
。
【００８７】
　[0102]いくつかの態様では、タイミング差の決定は、ＵＥからタイミング差のインジケ
ーションを受信することを含み得る。いくつかの態様では、処理８００は、ＵＥにタイミ
ング差を測定する要求を送ることをさらに含み得る。
【００８８】
　[0103]いくつかの態様では、タイミング差の決定は、ＵＥからのタイミング差の第１の
インジケーションと、少なくとも１つの他のＵＥからタイミング差の第２のインジケーシ
ョンとを受信することと、タイミング差の第１のインジケーションおよび少なくとも１つ
のタイミング差の第２のインジケーションに基づいてタイミング差の推定値を生成するこ
ととを含み得る。
【００８９】
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　[0104]ブロック８０４で、装置は、ＣＳＩ－ＲＳのためにタイミングを提供するセルを
識別する。例えば、装置は、ＵＥがＣＳＩ－ＲＳのタイミングを特定のセルのタイミング
に準拠させ得る、インジケーションをＵＥに通知するために生成し得る。
【００９０】
　[0105]いくつかのシナリオでは、識別されたセルは、ＵＥのためのサービングセルを含
む（例えば、サービングセルであり得る）。ここで、いくつかのケースでは、ＣＳＩ－Ｒ
Ｓは、サービングセルの近隣セルによって送信され得る。
【００９１】
　[0106]いくつかのシナリオでは、識別されたセルは、ＵＥのためのサービングセルの近
隣セルを含む（例えば、サービングセルであり得る）。ここで、いくつかのケースでは、
ＣＳＩ－ＲＳは、近隣セルによって送信され得る。
【００９２】
　[0107]オプションのブロック８０６で、装置は、ＣＳＩ－ＲＳのためのＣＳＩ－ＲＳ構
成を決定し得る。いくつかの態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、ＣＳＩ－ＲＳのサブキャリ
ア間隔のインジケーションを含み得る。いくつかの態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、ＣＳ
Ｉ－ＲＳを送信するセルとＵＥのためのサービングセルとの間のサブキャリア間隔を考慮
するタイミング差のインジケーションを含み得る。
【００９３】
　[0108]８０８で、装置は、ＵＥに識別されたセルのインジケーションを送る。装置がブ
ロック８０６でＣＳＩ－ＲＳ構成を決定するケースでは、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、識別され
たセルのインジケーションを含み得る。このケースでは、ブロック８０８でＵＥにインジ
ケーションの送信は、ＵＥにＣＳＩ－ＲＳ構成を送ることを含み得る（例えば、包含し得
る）。
【００９４】
　[0109]いくつかの態様では、本明細書の教示に従う処理は、上の動作および／または特
徴の任意の組合せを含み得る。　

第２の例の処理
【００９５】
　[0110]図９は、本開示のいくつかの態様にしたがった、通信のための処理９００を図示
する。処理９００は、ｇＮＢ、ＴＲＰ、基地局、ＵＥ，アクセス端末、または何らかの他
の適切な装置に位置し得る処理回路（例えば、図７の処理回路７１０）内で行われ得る。
当然ながら、本開示の範囲内の様々な態様では、処理９００は、通信に関連する動作（例
えば、サイドリンク動作）をサポートすることが可能な任意の適切な装置によってインプ
リメントされ得る。
【００９６】
　[0111]オプションのブロック９０２で、装置（例えば、ｇＮＢ）は、ＵＥにタイミング
差を測定する要求を送り得る。例えば、サービングセルは、サービスしているＵＥに、シ
ンボルタイミング差を推定するよう指示し得る。
【００９７】
　[0112]ブロック９０４で、装置は、第１のセル（例えば、サービングセル）と第２のセ
ル（例えば、近隣セル）との間のタイミング差を決定する。例えば、装置は、ＵＥからタ
イミング差のインジケーションを受信し得る。
【００９８】
　[0113]ブロック９０６で、装置は、タイミング差に基づいて、第２のセルのチャネル状
態情報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のためのＣＳＩ－ＲＳ構成を決定する。
【００９９】
　[0114]ブロック９０８で、装置は、第１によってサービスされるＵＥにＣＳＩ－ＲＳ構
成を送る。
【０１００】
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　[0115]いくつかの態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、第２のセルのＣＳＩ－ＲＳのための
タイミングが第１のセルのタイミングに基づくインジケーションを含み得る。いくつかの
態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、第２のセルのＣＳＩ－ＲＳのためにタイミングが第２の
セルのタイミングに基づくインジケーションを含み得る。いくつかの態様では、タイミン
グ差は、シンボルタイミング差、スロットタイミング差、ミニスロットタイミング差、シ
ステムフレーム数タイミング差、またはこれらの任意の組合せを含み得る。いくつかの態
様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、タイミング差のインジケーションを含み得る。いくつかの
態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、第１のセルと第２のセルとの間のサブキャリア間隔を考
慮するタイミング差のインジケーションを含み得る。いくつかの態様では、ＣＳＩ－ＲＳ
構成は、第２のセルのＣＳＩ－ＲＳに関連付けられたスクランブリング識別子を含み得る
。いくつかの態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、第２のセルのＣＳＩ－ＲＳに関連付けられ
たスクランブリング識別子を取得するためのシードを含み得る。いくつかの態様では、Ｃ
ＳＩ－ＲＳ構成は、第２のセルのＣＳＩ－ＲＳがシンボルのセットにわたって１つのスク
ランブリングシーケンスまたは異なるスクランブリングシーケンスを使用するかどうかの
インジケーションを含み得る。いくつかの態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、第２のセルの
ＣＳＩ－ＲＳに関連付けられたスクランブリング識別子を取得するためのシードを含み得
る。いくつかの態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、第２のセルのＣＳＩ－ＲＳがシンボルの
セットにわたって１つのスクランブリングシーケンスを使用するとのインジケーションを
含み得る。いくつかの態様では、タイミング差の決定は、ＵＥからタイミング差のインジ
ケーションを受信することを含み得る。いくつかの態様では、処理９００は、ＵＥにタイ
ミング差を測定する要求を送ることをさらに含み得る。いくつかの態様では、タイミング
差の決定は、ＵＥからのタイミング差の第１のインジケーションと、少なくとも１つの他
のＵＥからタイミング差の第２のインジケーションとを受信することと、タイミング差の
第１のインジケーションおよび少なくとも１つのタイミング差の第２のインジケーション
に基づいてタイミング差の推定値を生成することとを含み得る。
【０１０１】
　[0116]いくつかの態様では、本明細書の教示に従う処理は、上の動作および／または特
徴の任意の組合せを含み得る。　

第３の例の処理
【０１０２】
　[0117]図１０は、本開示のいくつかの態様にしたがった、通信のための処理１０００を
図示する。処理１０００は、ｇＮＢ、ＴＲＰ、基地局、ネットワークノード、ＵＥ，アク
セス端末、または何らかの他の適切な装置に位置し得る処理回路（例えば、図７の処理回
路７１０）内で行われ得る。言うまでもなく、本開示の範囲内の様々な態様では、処理１
０００は、通信関連の動作をサポートすることができる任意の適切な装置によってインプ
リメントされ得る。
【０１０３】
　[0118]オプションのブロック１００２で、装置（例えば、ｇＮＢ、またはネットワーク
ノード）は、ユーザ機器（ＵＥ）からタイミング差のインジケーションを受信し得る。例
えば、第１のセルは、第２のセルによってサービスされるＵＥからインジケーションを受
信し得る。
【０１０４】
　[0119]ブロック１００４で、装置は、第１のセルのチャネル状態情報－基準信号（ＣＳ
Ｉ－ＲＳ）のためのタイミングを決定する。
【０１０５】
　[0120]１００６で、装置は、第１のセルに決定されたタイミングのインジケーションを
送る。
【０１０６】
　[0121]オプションのブロック１００８で、装置は、第１のセルに他のタイミング情報を
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送り得る。
【０１０７】
　[0122]いくつかの態様では、タイミングの決定は、第１のセルが第１のセルまたは第２
のセルのタイミングに基づいてＣＳＩ－ＲＳを送信ことになるかどうかを決定することを
含み得る。いくつかの態様では、インジケーションは、第１のセルがＣＳＩ－ＲＳを送信
するときを示し得る。いくつかの態様では、インジケーションは、第１のセルによるＣＳ
Ｉ－ＲＳの送信と、少なくとも１つの他のセルによる少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳの送
信との間の少なくとも１つのオフセットを含み得る。いくつかの態様では、インジケーシ
ョンは、第１のセルが第２のセルのタイミングに基づいてＣＳＩ－ＲＳを送信することを
示し得る。
【０１０８】
　[0123]いくつかの態様では、処理１０００は、第１のセルによるＣＳＩ－ＲＳの送信の
ために使用されるべき第２のセルと、第１のセルとの間のタイミング差のインジケーショ
ンを第１のセルに送ることをさらに含み得る。いくつかの態様では、処理１０００は、第
２のセルによってサービスされるユーザ機器（ＵＥ）からタイミング差のインジケーショ
ンを受信することをさらに含み得る。いくつかの態様では、処理１０００は、ＵＥにタイ
ミング差を測定する要求を送ることをさらに含み得る。いくつかの態様では、タイミング
差は、シンボルタイミング差、スロットタイミング差、ミニスロットタイミング差、シス
テムフレーム数タイミング差、またはこれらの任意の組合せを含み得る。いくつかの態様
では、処理１０００は、第１のセルによるＣＳＩ－ＲＳの送信がシンボルのセットにわた
って１つのスクランブリングシーケンスを使用するとのインジケーションを第１のセルに
送ることをさらに含み得る。いくつかの態様では、処理１０００は、第１のセルによるＣ
ＳＩ－ＲＳの送信がシンボルのセットにわたって異なるスクランブリングシーケンスを使
用するとのインジケーションを第１のセルに送ることをさらに含み得る。いくつかの態様
では、処理１０００は、第２のセルの別のＣＳＩ－ＲＳのための他のタイミングを決定す
ることと、第１のセルのＣＳＩ－ＲＳのためのタイミングが第２のセルの別ＣＳＩ－ＲＳ
のための他のタイミングと重複しないことを指定するインジケーションを生成することと
をさらに含み得る。
【０１０９】
　[0124]いくつかの態様では、本明細書の教示に従う処理は、上の動作および／または特
徴の任意の組合せを含み得る。　

第２の例の装置
【０１１０】
　[0125]図１１は、本開示の１つまたは複数にしたがった、通信をするように構成された
装置１１００の例示のハードウェアインプリメンテーションのブロック図を図示する。装
置１１００は、ＵＥ、ｇＮＢ、送受信ポイント（ＴＲＰ）、アクセスポイント、または本
明細書で教示されるように（基準信号と共に）ワイヤレス通信をサポートするいくつかの
デバイスの他のタイプ内で具体化されるまたはインプリメントされることができる。様々
なインプリメンテーションでは、装置１１００は、アクセス端末、基地局、またはいくつ
かのデバイスのの他のタイプ内で具体化されるまたはインプリメントされることができる
。様々なインプリメンテーションでは、装置１１００は、携帯電話、スマートフォン、タ
ブレット、ポータブルコンピュータ、パーソナルコンピュータ、センサ、アラーム、ビー
クル、マシン、サーバ、ネットワークエンティティ、エンターテインメントデバイス、医
療デバイス、または回路を有する任意の他の電子デバイス内で具体化されるまたはインプ
リメントされることができる。
【０１１１】
　[0126]装置１１００は、通信インタフェース１１０２（例えば、少なくとも１つのトラ
ンシーバ）、記憶媒体１１０４、ユーザインタフェース１１０６、（例えば、セル情報１
１１８を記憶する）メモリデバイス１１０８、および処理回路１１１０（例えば、少なく
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とも１つのプロセッサ）を含む。様々なインプリメンテーションでは、ユーザインターフ
ェース１１０６は、キーパッド、ディスプレイ、スピーカ、マイクロフォン、タッチスク
リーンディスプレイ、またはユーザからの入力を受信するまたはユーザに出力を送るため
のいくつかの他の回路のうちの１つまたは複数を含み得る。通信インターフェース１１０
２は、１つまたは複数のアンテナ１１１２に結合され得、送信機１１１４および受信機１
１１６を含み得る。概して、図１１のコンポーネントは、図７の装置の対応するコンポー
ネントに類似し得る。
【０１１２】
　[0127]本開示の１つまたは複数の態様に従って、処理回路１１１０は、本明細書に説明
される装置の任意のものまたはすべてについての、特徴、処理、機能、動作および／また
はルーチンの任意のものまたはすべてを実施するように適合され得る。例えば、処理回路
１１１０は、図１－６、図１２、および図１３に関連して説明されるステップ、関数、お
よび／または処理のうちの任意のものを実行するように構成され得る。本明細書で使用さ
れる場合、処理回路１１１０に関する「適合される」という用語は、処理回路１１１０が
、本明細書に説明される様々な特徴に従って、特定の処理、機能、動作および／またはル
ーチンを実施するように構成されること、そのために使用されること、インプリメントさ
れること、および／またはプログラムされること、のうちの１つまたは複数を指し得る。
【０１１３】
　[0128]処理回路１１１０は、図１－６、図１２、および図１３と共に説明される動作の
うちの任意の１つを実行するための手段（例えば、実行するための構造）としての機能を
果たす特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）のような、専門プロセッサであり得る。処理回
路１１１０は、送信するための手段および／または受信するための手段の１つの例として
の機能を果たし得る。様々なインプリメンテーションでは、処理回路１１１０は、少なく
とも、図２の第１のデバイス２０２のために上で説明される機能性を提供するおよび／ま
たは組み込み得る。
【０１１４】
　[0129]装置１１００の少なくとも１つの例にしたがって、処理回路１１１０は、タイミ
ング差を決定するための１つまたは複数の回路／モジュール１１２０、送るための回路／
モジュール１１２２、受信するための回路／モジュール１１２４、復号するための回路／
モジュール１１２６、テストするための回路／モジュール１１２８、実施するための回路
／モジュール１１３０、またはセルのタイミングを決定するための回路／モジュール１１
３２のうちの１つまたは複数を含み得る。様々なインプリメンテーションでは、タイミン
グ差を決定するための１つまたは複数の回路／モジュール１１２０、送るための回路／モ
ジュール１１２２、受信するための回路／モジュール１１２４、復号するための回路／モ
ジュール１１２６、テストするための回路／モジュール１１２８、実施するための回路／
モジュール１１３０、またはセルのタイミングを決定するための回路／モジュール１１３
２は、少なくとも、図２の第１のデバイス２０２のために上で説明された機能性を提供す
るおよび／または組み込み得る。
【０１１５】
　[0130]上述したように、記憶媒体１１０４によって記憶されたプログラミングは、処理
回路１１１０によって実行されると、処理回路１１１０に、本明細書に説明される様々な
機能および／または処理動作のうちの１つまたは複数を実施させる。例えば、プログラミ
ングは、処理回路１１１０に、様々な実装において図１－図６、図１２、および図１３に
関して本明細書で説明される様々な機能、ステップ、および／または処理を行わせ得る。
図１１に示されるように、記憶媒体１１０４は、タイミング差を決定するためのコード１
１４０、送るためのコード１１４２、受信するためのコード１１４４、復号するためのコ
ード１１４６、テストするためのコード１１４８、実施するためのコード１１５０、また
はセルのタイミングを決定するためのコード１１５２のうちの１つまたは複数を含み得る
。様々なインプリメンテーションでは、タイミング差を決定するためのコード１１４０、
送るためのコード１１４２、受信するためのコード１１４４、復号するためのコード１１
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４６、テストするためのコード１１４８、実施するためのコード１１５０、またはセルの
タイミングを決定するためのコード１１５２は、タイミング差を決定するための１つまた
は複数の回路／モジュール１１２０、送るための回路／モジュール１１２２、受信するた
めの回路／モジュール１１２４、復号するための回路／モジュール１１２６、テストする
ための回路／モジュール１１２８、実施するための回路／モジュール１１３０、またはセ
ルのタイミングを決定するための回路／モジュール１１３２のために本明細書で説明され
た機能性を提供するために実行されるまたはさもなければ使用され得る。　

第４の例の処理
【０１１６】
　[0131]図１２は、本開示のいくつかの態様にしたがった、通信のための処理１２００を
図示する。処理１２００は、ＵＥ、アクセス端末、ｇＮＢ、ＴＲＰ、基地局、ＵＥ，アク
セス端末、または何らかの他の適切な装置に位置し得る、処理回路（例えば、図１１の処
理回路１１１０）内で行われ得る。言うまでもなく、本開示の範囲内の様々な態様では、
処理１２００は、通信関連の動作をサポートすることができる任意の適切な装置によって
インプリメントされ得る。
【０１１７】
　[0132]ブロック１２０２で、装置（例えば、ＵＥ）は、ユーザ機器（ＵＥ）でチャネル
状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を受信するためのタイミングを提供するセルのインジ
ケーションを受信する。
【０１１８】
　[0133]いくつかのシナリオでは、示されたセルは、ＵＥのためのサービングセルを含む
（例えば、サービングセルであり得る）。ここで、いくつかのケースでは、ＣＳＩ－ＲＳ
は、サービングセルの近隣セルによって送信され得る。
【０１１９】
　[0134]いくつかのシナリオでは、示されたセルは、ＵＥのためのサービングセルの近隣
セルを含む（例えば、サービングセルであり得る）。ここで、いくつかのケースでは、Ｃ
ＳＩ－ＲＳは、近隣セルによって送信され得る。
【０１２０】
　[0135]オプションのブロック１２０４で、装置は、示されたセルのタイミングを決定し
得る。このケースでは、ブロック１２０６で、ＣＳＩ－ＲＳの受信は、決定されたタイミ
ングに基づき得る。
【０１２１】
　[0136]ブロック１２０６で、装置は、ＣＳＩ－ＲＳを受信する。タイミングを提供する
セルは、ＣＳＩ－ＲＳを送信するセルまたはいくつかの他のセルであり得る。したがって
、いくつかのケースでは、装置は、示されたセルからＣＳＩ－ＲＳを受信する一方、他の
ケースでは、装置は、別のセルからＣＳＩ－ＲＳを受信する。いくつかのシナリオでは、
インジケーションの受信は、インジケーションを含むＣＳＩ－ＲＳのためのＣＳＩ－ＲＳ
構成を受信することを包含し得る。いくつかの態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、ＣＳＩ－
ＲＳのサブキャリア間隔のインジケーションを含み得る。いくつかの態様では、ＣＳＩ－
ＲＳ構成は、ＣＳＩ－ＲＳを送信するセルとＵＥのためのサービングセルとの間のサブキ
ャリア間隔を考慮するタイミング差のインジケーションを含み得る。
【０１２２】
　[0137]オプションのブロック１２０８で、装置は、ＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいてＣＳＩ
－ＲＳを復号し得る。いくつかの態様では、復号することは、ＣＳＩ－ＲＳ構成に基づい
てスクランブリングシーケンスを決定することと、スクランブリングシーケンスに基づい
てＣＳＩ－ＲＳを復号することとを含み得る。
【０１２３】
　[0138]いくつかの態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、ＵＥのためのサービングセルと、示
されたセルとの間のタイミング差に基づき得る。いくつかの態様では、処理１２００は、
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タイミング差を決定することと、サービングセルにタイミング差のインジケーションを送
ることとをさらに含み得る。
【０１２４】
　[0139]いくつかの態様では、処理１２００は、ＣＳＩ－ＲＳに基づいて示されたセルに
関連付けられたモビリティ動作を実施することをさらに含み得る。
【０１２５】
　[0140]いくつかの態様では、本明細書の教示に従う処理は、上の動作および／または特
徴の任意の組合せを含み得る。　

第５の例の処理
【０１２６】
　[0141]図１３は、本開示のいくつかの態様にしたがった、通信のための処理１３００を
図示する。処理１３００は、ＵＥ、アクセス端末、ｇＮＢ、ＴＲＰ、基地局、ＵＥ，アク
セス端末、または何らかの他の適切な装置に位置し得る、処理回路（例えば、図１１の処
理回路１１１０）内で行われ得る。言うまでもなく、本開示の範囲内の様々な態様では、
処理１３００は、通信関連の動作をサポートすることができる任意の適切な装置によって
インプリメントされ得る。
【０１２７】
　[0142]ブロック１３０２で、装置（例えば、ＵＥ）は、第１のセルと第２のセルとの間
のタイミング差を決定する。例えば、ＵＥは、第１のセルから受信したＮＲ－ＳＳと、第
２のセルから受信したＮＲ－ＳＳとに基づいてシンボルタイミング差を決定し得る。
【０１２８】
　[0143]１３０４で、装置は、第１のセルにタイミング差のインジケーションを送る。
【０１２９】
　[0144]ブロック１３０６で、装置は、第１のセルから、タイミング差に基づくチャネル
状態情報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）構成を受信する。
【０１３０】
　[0145]ブロック１３０８で、装置は、ＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて第２のセルのＣＳＩ
－ＲＳを復号する。いくつかの態様では、復号することは、ＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて
スクランブリングシーケンスを決定することと、スクランブリングシーケンスに基づいて
第２のセルのＣＳＩ－ＲＳを復号することとを含み得る。
【０１３１】
　[0146]いくつかの態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、第２のセルのＣＳＩ－ＲＳのための
タイミングが第１のセルのタイミングに基づくインジケーションを含み得る。いくつかの
態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、第２のセルのＣＳＩ－ＲＳのためにタイミングが第２の
セルのタイミングに基づくインジケーションを含み得る。いくつかの態様では、タイミン
グ差は、シンボルタイミング差、スロットタイミング差、ミニスロットタイミング差、シ
ステムフレーム数タイミング差、またはこれらの任意の組合せを含み得る。いくつかの態
様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、タイミング差のインジケーションを含み得る。いくつかの
態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、タイミング差に基づくタイミング情報を含み得る。いく
つかの態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、第２のセルのＣＳＩ－ＲＳに関連付けられたスク
ランブリング識別子を含み得る。いくつかの態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、第２のセル
のＣＳＩ－ＲＳに関連付けられたスクランブリング識別子を取得するためのシードを含み
得る。いくつかの態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、第２のセルのＣＳＩ－ＲＳがシンボル
のセットにわたって１つのスクランブリングシーケンスを使用するとのインジケーション
を含み得る。いくつかの態様では、ＣＳＩ－ＲＳ構成は、第２のセルのＣＳＩ－ＲＳがシ
ンボルのセットにわたって異なるスクランブリングシーケンスを使用するとのインジケー
ションを含み得る。
【０１３２】
　[0147]いくつかの態様では、処理１３００は、ＣＳＩ－ＲＳ構成のインジケーションを
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受信する結果として、シンボルのセットにわたって複数のシーケンス仮説をテストするこ
とをさらに含み得る。
【０１３３】
　[0148]いくつかの態様では、処理１３００は、第２のセルのＣＳＩ－ＲＳに基づいて第
２のセルに関連付けられたモビリティ動作を実施することをさらに含み得る。
【０１３４】
　[0149]いくつかの態様では、本明細書の教示に従う処理は、上の動作および／または特
徴の任意の組合せを含み得る。　

第３の例の装置
【０１３５】
　[0150]図１４は、本開示の１つまたは複数にしたがった、通信をするように構成された
装置１４００の例示のハードウェアインプリメンテーションのブロック図を図示する。装
置１４００は、ｇＮＢ、ＵＥ、送受信ポイント（ＴＲＰ）、アクセスポイント、または本
明細書で教示されるように（基準信号と共に）ワイヤレス通信をサポートするいくつかの
デバイスの他のタイプ内で具体化されるまたはインプリメントされることができる。様々
なインプリメンテーションでは、装置１４００は、基地局、アクセス端末、またはいくつ
かのデバイスのの他のタイプ内で具体化されるまたはインプリメントされることができる
。様々なインプリメンテーションでは、装置１４００は、サーバ、ネットワークエンティ
ティ、携帯電話、スマートフォン、タブレット、ポータブルコンピュータ、パーソナルコ
ンピュータ、センサ、アラーム、ビークル、マシン、エンターテインメントデバイス、医
療デバイス、または回路を有する任意の他の電子デバイス内で具体化されるまたはインプ
リメントされることができる。
【０１３６】
　[0151]装置１４００は、通信インタフェース１４０２（例えば、少なくとも１つのトラ
ンシーバ）、記憶媒体１４０４、ユーザインタフェース１４０６、（例えば、セル情報１
４１８を記憶する）メモリデバイス１４０８、および処理回路１４１０（例えば、少なく
とも１つのプロセッサ）を含む。様々なインプリメンテーションでは、ユーザインターフ
ェース１４０６は、キーパッド、ディスプレイ、スピーカ、マイクロフォン、タッチスク
リーンディスプレイ、またはユーザからの入力を受信するまたはユーザに出力を送るため
のいくつかの他の回路のうちの１つまたは複数を含み得る。通信インターフェース１４０
２は、１つまたは複数のアンテナ１４１２に結合され得、送信機１４１４および受信機１
４１６を含み得る。概して、図１４のコンポーネントは、図７の装置の対応するコンポー
ネントに類似し得る。
【０１３７】
　[0152]本開示の１つまたは複数の態様に従って、処理回路１４１０は、ここに説明され
る装置の任意のものまたはすべてについての、特徴、処理、機能、動作および／またはル
ーチンの任意のものまたはすべてを実施するように適合され得る。例えば、処理回路１４
１０は、図１－６、および図１５に関連して説明されるステップ、関数、および／または
処理のうちの任意のものを実行するように構成され得る。本明細書で使用される場合、処
理回路１４１０に関する「適合される」という用語は、処理回路１４１０が、ここに説明
される様々な特徴に従って、特定の処理、機能、動作および／またはルーチンを実施する
ように構成されること、そのために使用されること、インプリメントされること、および
／またはプログラムされること、のうちの１つまたは複数を指し得る。
【０１３８】
　[0153]処理回路１４１０は、図１－６、図１２、および図１５と共に説明される動作の
うちの任意の１つを実行するための手段（例えば、実行するための構造）としての機能を
果たす特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）のような、専門プロセッサであり得る。処理回
路１４１０は、送信するための手段および／または受信するための手段の１つの例として
の機能を果たし得る。様々なインプリメンテーションでは、処理回路１４１０は、少なく
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とも、図２の近隣セル２０６のために上で説明される機能性を提供するおよび／または組
み込み得る。
【０１３９】
　[0154]装置１４００の少なくとも１つの例にしたがって、処理回路１４１０は、受信す
るための回路／モジュール１４２０、ＣＳＩ－ＲＳを生成するための回路／モジュール１
４２２、または送信するための回路／モジュール１４２４のうちの１つまたは複数を含み
得る。様々なインプリメンテーションでは、処理回路１４１０は、受信するための回路／
モジュール１４２０、ＣＳＩ－ＲＳを生成するための回路／モジュール１４２２、または
送信するための回路／モジュール１４２４は、少なくとも部分的に、図２の近隣セル２０
６のために上で説明した機能性を提供するおよび／または組み込み得る。
【０１４０】
　[0155]上述したように、記憶媒体１４０４によって記憶されたプログラミングは、処理
回路１４１０によって実行されると、処理回路１４１０に、ここに説明される様々な機能
および／または処理動作のうちの１つまたは複数を実施させる。例えば、プログラミング
は、処理回路１４１０に、様々な実装において図１～図６、および図１５に関して本明細
書で説明される様々な機能、ステップ、および／または処理を行わせ得る。図１４に示さ
れるように、記憶媒体１４０４は、受信するためのコード１４３０、ＣＳＩ－ＲＳを生成
するためのコード１４３２、または送信するためのコード１４３４のうちの１つまたは複
数を含み得る。様々なインプリメンテーションでは、受信するためのコード１４３０、Ｃ
ＳＩ－ＲＳを生成するためのコード１４３２、送信するためのコード１４３４は、受信す
るための回路／モジュール１４２０、ＣＳＩ－ＲＳを生成するための回路／モジュール１
４２２、または送信するための回路／モジュール１４２４について本明細書で説明される
機能性を提供するために実行されるか、またはそうでなければ使用され得る。　

第６の例の処理
【０１４１】
　[0156]図１５は、本開示のいくつかの態様にしたがった、通信のための処理１５００を
図示する。処理１５００は、ＵＥ、アクセス端末、ｇＮＢ、ＴＲＰ、基地局、ＵＥ，アク
セス端末、または何らかの他の適切な装置に位置し得る、処理回路（例えば、図１４の処
理回路１４１０）内で行われ得る。言うまでもなく、本開示の範囲内の様々な態様では、
処理１５００は、通信関連の動作をサポートすることができる任意の適切な装置によって
インプリメントされ得る。
【０１４２】
　[0157]ブロック１５０２で、装置（例えば、ｇＮＧ）は、第１のセルによって送信され
るべきチャネル状態情報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のためのタイミングのインジケーシ
ョンを受信する。
【０１４３】
　[0158]ブロック１５０４で、装置は、スクランブリングシーケンスインジケーションを
受信し得る。
【０１４４】
　[0159]ブロック１５０６で、装置は、ＣＳＩ－ＲＳを生成する。
【０１４５】
　[0160]ブロック１５０８で、装置は、受信したタイミングのインジケーションに基づい
て、一度に、送信ためのＣＳＩ－ＲＳを出力する。
【０１４６】
　[0161]いくつかの態様では、インジケーションは、第１のセルがＣＳＩ－ＲＳを送信す
るときを示し得る。いくつかの態様では、インジケーションは、第１のセルによるＣＳＩ
－ＲＳの送信と、少なくとも１つの他のセルによる少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳの送信
との間の少なくとも１つのオフセットを含み得る。いくつかの態様では、インジケーショ
ンは、第１のセルが第１のセルのタイミングに基づいてＣＳＩ－ＲＳを送信することを示
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し得る。いくつかの態様では、インジケーションは、第１のセルが第２のセルのタイミン
グに基づいてＣＳＩ－ＲＳを送信することを示し得る。いくつかの態様では、インジケー
ションは、第１のセルによるＣＳＩ－ＲＳの送信のために使用されるべき第２のセルと、
第１のセルとの間のタイミング差を示し得る。いくつかの態様では、タイミング差は、シ
ンボルタイミング差、スロットタイミング差、ミニスロットタイミング差、システムフレ
ーム数タイミング差、またはこれらの任意の組合せを含み得る。いくつかの態様では、処
理１５００は、第１のセルによるＣＳＩ－ＲＳの送信がシンボルのセットにわたって１つ
のスクランブリングシーケンスを使用することになる別のインジケーションを受信するこ
とをさらに含み得、第１のセルによるＣＳＩ－ＲＳの送信は、別のインジケーションを受
信する結果として、シンボルのセットにわたって１つのスクランブリングシーケンスを使
用する。いくつかの態様では、処理１５００は、第１のセルによるＣＳＩ－ＲＳの送信が
シンボルのセットにわたって異なるスクランブリングシーケンスを使用することになる別
のインジケーションを受信することをさらに含み得、第１のセルによるＣＳＩ－ＲＳの送
信は、別のインジケーションを受信する結果として、シンボルのセットにわたって異なる
スクランブリングシーケンスを使用する。
【０１４７】
　[0162]いくつかの態様では、本明細書の教示に従う処理は、上の動作および／または特
徴の任意の組合せを含み得る。　

さらなる態様（Additional Aspects）
【０１４８】
　[0163]いくつかの態様では、本開示は、第１のセルと第２のセルとの間のタイミング差
を決定することと、タイミング差に基づいて、第２のセルのチャネル状態情報－基準信号
（ＣＳＩ－ＲＳ）のためのＣＳＩ－ＲＳ構成を決定することと、第１のセルによってサー
ビスされるユーザ機器（ＵＥ）にＣＳＩ－ＲＳ構成を送ることとを含む通信の方法を提供
する。
【０１４９】
　[0164]いくつかの態様では、本開示は、メモリデバイスと、メモリに結合された処理回
路とを含む、通信のための装置を提供する。処理回路は、第１のセルと第２のセルとの間
のタイミング差を決定することと、タイミング差に基づいて、第２のセルのチャネル状態
情報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のためのＣＳＩ－ＲＳ構成を決定することと、第１のセ
ルによってサービスされるユーザ機器（ＵＥ）にＣＳＩ－ＲＳ構成を送ることとを行うよ
うに構成される。
【０１５０】
　[0165]いくつかの態様では、本開示は、通信のために構成された装置を提供する。装置
は、第１のセルと第２のセルとの間のタイミング差を決定するための手段と、タイミング
差に基づいて、第２のセルのチャネル状態情報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のためのＣＳ
Ｉ－ＲＳ構成を決定するための手段と、第１のセルによってサービスされるユーザ機器（
ＵＥ）にＣＳＩ－ＲＳ構成を送るための手段とを含むこと。
【０１５１】
　[0166]いくつかの態様では、本開示は、第１のセルと、第２のセルとの間のタイミング
差を決定することと、タイミング差に基づいて、第２のセルのチャネル状態情報－基準信
号（ＣＳＩ－ＲＳ）のためのＣＳＩ－ＲＳ構成を決定することと、第１のセルによってサ
ービスされるユーザ機器（ＵＥ）にＣＳＩ－ＲＳ構成を送ることとを行うコードを含むコ
ンピュータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【０１５２】
　[0167]いくつかの態様では、本開示は、第１のセルと第２のセルとの間のタイミング差
を決定することと、第１のセルにタイミング差のインジケーションを送ることと、第１の
セルから、タイミング差に基づく、チャネル状態情報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）構成を
受信することと、ＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて第２のセルのＣＳＩ－ＲＳを復号すること
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とを含む通信の方法を提供する。
【０１５３】
　[0168]いくつかの態様では、本開示は、メモリデバイスと、メモリに結合された処理回
路とを含む、通信のための装置を提供する。処理回路は、第１のセルと第２のセルとの間
のタイミング差を決定することと、第１のセルにタイミング差のインジケーションを送る
ことと、第１のセルから、タイミング差に基づく、チャネル状態情報－基準信号（ＣＳＩ
－ＲＳ）構成を受信することと、ＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて第２のセルのＣＳＩ－ＲＳ
を復号することとを行うように構成される。
【０１５４】
　[0169]いくつかの態様では、本開示は、通信のために構成された装置を提供する。装置
は、第１のセルと第２のセルとの間のタイミング差を決定するための手段と、第１のセル
にタイミング差のインジケーションを送るための手段と、第１のセルから、タイミング差
に基づく、チャネル状態情報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）構成を受信するための手段と、
ＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて第２のセルのＣＳＩ－ＲＳを復号するための手段とを含むこ
と。
【０１５５】
　[0170]いくつかの態様では、本開示は、第１のセルと第２のセルとの間のタイミング差
を決定することと、第１のセルにタイミング差のインジケーションを送ることと、第１の
セルから、タイミング差に基づく、チャネル状態情報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）構成を
受信することと、ＣＳＩ－ＲＳ構成に基づいて第２のセルのＣＳＩ－ＲＳを復号すること
とを行うコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時コンピュータ可読媒
体を提供する。
【０１５６】
　[0171]いくつかの態様では、本開示は、第１のセルのチャネル状態情報－基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）のためのタイミングを決定することと、第１のセルに決定されたタイミング
のインジケーションを送ることとを含む通信の方法を提供する。
【０１５７】
　[0172]いくつかの態様では、本開示は、メモリデバイスと、メモリに結合された処理回
路とを含む、通信のための装置を提供する。処理回路は、第１のセルのチャネル状態情報
－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のためのタイミングを決定することと、第１のセルに決定さ
れたタイミングのインジケーションを送ることとを行うように構成される。
【０１５８】
　[0173]いくつかの態様では、本開示は、通信のために構成された装置を提供する。装置
は、第１のセルのチャネル状態情報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のためのタイミングを決
定するための手段と、第１のセルに決定されたタイミングのインジケーションを送るため
の手段とを含むこと。
【０１５９】
　[0174]いくつかの態様では、本開示は、第１のセルのチャネル状態情報－基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）のためのタイミングを決定することと、第１のセルに決定されたタイミング
のインジケーションを送ることとを行うコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶
する非一時コンピュータ可読媒体を提供する。
【０１６０】
　[0175]いくつかの態様では、本開示は、第１のセルによって送信されるチャネル状態情
報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のためのタイミングのインジケーションを受信することと
、受信したタイミングのインジケーションに基づいて、一度に、送信のためのＣＳＩ－Ｒ
Ｓを出力することとを含む通信の方法を提供する。
【０１６１】
　[0176]いくつかの態様では、本開示は、メモリデバイスと、メモリに結合された処理回
路とを含む、通信のための装置を提供する。処理回路は、第１のセルによって送信される
チャネル状態情報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のためのタイミングのインジケーションを
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受信することと、受信したタイミングのインジケーションに基づいて、一度に、送信のた
めのＣＳＩ－ＲＳを出力することとを行うように構成される。
【０１６２】
　[0177]いくつかの態様では、本開示は、通信のために構成された装置を提供する。装置
は、第１のセルによって送信されるチャネル状態情報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のため
のタイミングのインジケーションを受信するための手段と、受信したタイミングのインジ
ケーションに基づいて、一度に、送信のためのＣＳＩ－ＲＳを出力するための手段とを含
むこと。
【０１６３】
　[0178]いくつかの態様では、本開示は、第１のセルによって送信されるチャネル状態情
報－基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のためのタイミングのインジケーションを受信することと
、受信したタイミングのインジケーションに基づいて、一度に、送信のためのＣＳＩ－Ｒ
Ｓを出力することとを行うコードを含むコンピュータ実行可能コードを記憶する非一時コ
ンピュータ可読媒体を提供する。　

他の態様
【０１６４】
　[0179]本明細書に記載される例は、本開示の特定の概念を例示するために提供されてい
る。当業者は、これらが実際には単に例であり、他の例が本開示の範囲および添付の請求
項内に含まれることを理解するだろう。
【０１６５】
　[0180]当業者は、本開示を通して説明された様々な態様が任意の適切な電気通信システ
ム、ネットワークアーキテクチャ、および通信規格にまで拡大され得ることを、容易に理
解するだろう。例の目的で、様々な態様は、まだ定義されていないワイドエリアネットワ
ーク基準によって説明されるそれらを含む、３ＧＰＰ　５Ｇシステムおよび／または他の
適切なシステムに適用され得る。様々な態様はまた、（ＦＤＤ、ＴＤＤ、または両方のモ
ードでの）ＬＴＥ、（ＦＤＤ、ＴＤＤ、または両方のモードでの）ＬＴＥ－アドバンスト
（ＬＴＥ－Ａ）、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ）
、グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーション（ＧＳＭ（登録商標））、符号
分割多元接続（ＣＤＭＡ）、ＣＤＭＡ２０００、エボリューションデータオプティマイズ
ド（ＥＶ－ＤＯ）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１
（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥ
ＥＥ８０２．２０、ウルトラワイドバンド（ＵＷＢ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
、および／または他の適したシステムを採用するシステムに適用され得る。様々な態様は
また、Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標）、ＴＤ－ＳＣＤＭＡ、およびＴＤ－ＣＤＭＡのようなＵ
ＭＴＳに適用され得る。使用される実際の電気通信規格、ネットワークアーキテクチャ、
および／または通信規格は、システムに課せられた全体的な設計制約および特定の用途に
依存するであろう。
【０１６６】
　[0181]多くの態様が、例えば、コンピューティングデバイスの要素によって行われるべ
き一連のアクションの観点から説明される。本明細書で説明される様々な態様が、例えば
、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、グラフィック処理ユニット（ＧＰＵ）、デジタルシグナ
ルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブ
ルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、あるいは、汎用または専用プロセッサまたは回路の様々な
他のタイプなどの、特定の回路によって、１つまたは複数のプロセッサによって実行され
るプログラム命令によって、またはその両方の組み合せによって、行われ得ることが理解
されるべきである。さらに、ここに説明されるこれらの一連のアクションは、実行される
と関連するプロセッサにここに説明された機能性を実施させるコンピュータ命令の対応す
るセットを記憶した、任意の形態のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体内に、全体が具
現化されると考えられることができる。したがって、本開示の様々な態様は、いくつかの
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異なる形態で具現化され得、それらのすべては、特許請求された主題の範囲内にあるもの
として考慮されている。加えて、本明細書で説明される態様の各々に関して、任意のその
ような態様のうちの対応する形態は、例えば、説明されるアクションを行う「ように構成
される論理」として本明細書で説明され得る。
【０１６７】
　[0182]当業者は、情報および信号は、多様な異なる技術および技法のいずれを使用して
も表され得ることを認識することになる。例えば、上記の説明全体を通じて参照されうる
データ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流
、電磁波、磁場または磁性粒子、光場または光粒子、あるいはそれらの任意の組み合わせ
によって表され得る。
【０１６８】
　[0183]さらに、当業者であれば、本明細書に開示された態様に関連して説明された実例
となる様々な論理ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップが、電子ハ
ードウェア、コンピュータソフトウェア、または両者の組合せとしてインプリメントされ
得ることを認識するであろう。ハードウェアとソフトウェアとのこの互換性を明確に例示
するために、様々な例示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステ
ップが、それらの機能の観点から概して上で説明されてきた。このような機能性がハード
ウェアとして実施されるかソフトウェアとして実施されるかは、特定のアプリケーション
及びシステム全体に課せられる設計制約に依存する。当業者は、説明した機能を特定のア
プリケーションごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装の決定は、本開示の範
囲からの逸脱を生じるものと解釈すべきではない。
【０１６９】
　[0184]上記に例示されるコンポーネント、ステップ、特徴および／または機能のうちの
１つまたは複数は、単一のコンポーネント、ステップ、特徴または機能に再構成および／
または組み合わされ、あるいはいくつかのコンポーネント、ステップ、または機能におい
て具現化され得る。追加的な要素、コンポーネント、ステップ、および／または機能もま
た、ここに開示された新規の特徴から逸脱することなく、追加され得る。上記に説明され
る装置、デバイス、および／またはコンポーネントは、本明細書で説明される方法、特徴
、または、ステップのうちの１つまたは複数を行うように構成され得る。本明細書で説明
される新規のアルゴリズムはまた、効率的にソフトウェアで実装され、および／またはハ
ードウェアに組み込まれ得る。
【０１７０】
　[0185]開示された方法におけるステップの特定の順序または階層は、例となる処理の例
示であることが理解されるべきである。設計選好に基づいて、方法におけるステップの固
有の順序または階層は、再配列され得ることは理解される。添付の方法の請求項は、本明
細書に特に記載されない限り、サンプルの順序において、様々なステップの要素を提示し
、提示された特定の順序または階層に限定されることが意図されるものではない。
【０１７１】
　[0186]本明細書で開示された態様に関係して説明された方法、シーケンス、またはアル
ゴリズムは、直接的にハードウェアにおいて、プロセッサによって実行されるソフトウェ
アモジュールにおいて、またはそれら２つの組合せにおいて、具現化され得る。ソフトウ
ェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ
、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ、あるいは当該技術で周知の任意の他の形態の記憶媒体内に存在し得る。記憶媒体、の
例は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り記憶媒体に情報を書き込むことができる
ように、プロセッサに接続される。代替として、記憶媒体は、プロセッサに一体化され得
る。
【０１７２】
　[0187]「実例的な」という用語は、本明細書では、「例、事例、または例示としての役
割を果たす」という意味で使用されている。「実例的な」ものとして、本明細書で説明さ
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れている任意の態様は、必ずしも他の態様に対して好ましいまたは有利なものとして解釈
されるべきではない。
【０１７３】
　[0188]同様に、「態様」という用語は、全ての実施形態が、説明された特徴、利点、ま
たはオペレーションのモードを含むことを必要としない。本明細書での教示に基づいて、
当業者は、本明細書に開示された態様が、任意の他の態様とは独立して施行され得ること
、および、これら態様のうちの２つ以上が、様々な方法で組み合わされ得ることを理解す
べきである。例えば、本明細書に記載されるいずれの数の態様を使用しても、装置が実装
され得、または方法が実施され得る。さらに、他の構造、機能、あるいは、本明細書に説
明される態様のうちの１つまたは複数に加えてまたはそれ以外の構造および機能性を使用
して、そのような装置が実装され得るか、あるいは、そのような方法が実現され得る。さ
らに、一態様は、一請求項の少なくとも１つエレメントを備え得る。
【０１７４】
　[0189]本明細書で使用される専門用語は、特定の態様を説明することのみを目的とした
ものであり、これら態様を限定することを意図したものではない。本明細書で使用される
場合、単数形「ａ」、「ａｎ」、「ｔｈｅ」は、そうではないと文脈が明確に示さない限
り、複数形も含むことを意図する。「備える」、「備えている」、「含む」、および／ま
たは「含んでいる」という用語は、本明細書で使用される場合、記載される特徴、整数、
ステップ、動作、要素、および／またはコンポーネントの存在を特定するが、１つまたは
複数の他の特徴、整数、ステップ、動作、要素、コンポーネント、および／またはそれら
のグループの存在または追加を排除しないことが、さらに理解されるだろう。さらに、用
語「または（or）」がブール演算子「ＯＲ」と同じ意味を有しており、すなわち、それは
「いずれか（either）」および「両方（both）」である可能性を含んでおり、かつそうで
はないと明記されない限り「排他的なまたは（exclusive or）」（「ＸＯＲ」）に限定さ
れないことを理解されたい。２つの隣り合う用語間の記号「／」が、そうではないと明記
されない限り、「または（or）」と同じ意味を有することもまた理解されたい。さらに、
「～に接続された」、「～に結合された」、「～と通信中である」などのフレーズは、そ
うではないと明記されない限り、直接接続に限定されない。
【０１７５】
　[0190]「第１の」、「第２の」等のような指定を使用した本明細書における要素へのい
ずれの言及も、一般にそれらの要素の数量または順序を限定しない。むしろ、これらの指
定は、２つ以上の要素または要素の事例の間で区別する便利な方法として本明細書で使用
され得る。よって、第１の要素および第２の要素への参照は、そこで２つだけの要素しか
使用できないことも、何らかの方法で第１の要素が第２の要素に先行しなければならない
ことも、意味していない。また、別段に記載されない限り、要素のセットは、１つまたは
複数の要素を備え得る。加えて、明細書または請求項中で使用される「ａ、ｂ、またはｃ
のうちの少なくとも１つ」、あるいは「ａ、ｂ、ｃ、またはそれらの任意の組み合わせ」
という形式の用語は、「ａまたはｂまたはｃまたはそれらの要素の任意の組み合わせ」を
意味する。例えば、この用語は、ａ、またはｂ、またはｃ、あるいは、ａおよびｂ、また
はａおよびｃ、またはａおよびｂおよびｃ、あるいは、２ａ、または２ｂ、または２ｃ、
あるいは２ａおよびｂなどを含み得る。
【０１７６】
　[0191]本明細書で使用される場合、「決定すること」という用語は、幅広いアクション
を包含する。例えば、「決定すること」は、算出すること（calculating）、計算するこ
と（computing）、処理すること（processing）、導出すること（ｄｅｒｉｖｉｎｇ）、
調査すること（investigating）、調べること（looking up）（例えば、表、データベー
ス、または別のデータ構造を調べること）、確かめること（ascertaining）等を含み得る
。また、「決定すること」は、受信すること（例えば、情報を受信すること）、アクセス
すること（例えば、メモリ内のデータにアクセスすること）などを含み得る。また、「決
定すること」は、解決すること、選択すること、選ぶこと、確立することなどを含み得る
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。
【０１７７】
　[0192]前述の開示は例示的な態様を示すが、添付の特許請求の範囲から逸脱することな
く、本明細書において様々な変更および修正が成されることができることに留意されたい
。本明細書で説明される態様に従った方法の請求項の機能、ステップ、またはアクション
は、そうではないと明記されない限り、任意の特定の順序で実施される必要はない。さら
に、要素が単数形で説明または特許請求され得るが、単数形への限定が明記されていない
限り、複数形が考慮されている。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(36) JP 2020-519126 A 2020.6.25

【図７】 【図８】
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